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大
阪
音
楽
大
学
と
同
短
期
大
学
部
は

１１
月
３０
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
選

挙
で
、
中
村
孝
義
現
学
長
（
６１
）
＝
音

楽
学
＝
を
再
選
し
ま
し
た
。
任
期
は
１０

年
４
月
か
ら
２
年
で
す
。�

　
主
な
経
歴
　
関
西
学
院
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、

９１
年
か
ら
教
授
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
館
長
、

大
学
院
研
究
科
長
を
経
て
０６
年
に
学
長
、

０９
年
か
ら
理
事
長
。
著
作
は
、「
室
内

楽
の
歴
史
」な
ど
多
数
。�

　
中
村
学
長
は
選
挙
に
あ
た
っ
て
所
信

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。�

　
０６
年
に
学
長
に
就
任
し
た
時
も
、
す

で
に
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
わ
た
っ
て
非
常
に
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
加
え
て
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
生
み
出
し
た
わ
が
国
の
経

済
環
境
の
悪
化
は
、

近
年
わ
れ
わ
れ
が

経
験
し
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
の
厳
し

さ
で
あ
り
、
１８
歳
人
口
の
減
少
と
も
相

俟
っ
て
、
本
学
の
よ
う
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
音
楽
大
学
に
と
っ
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
を
生
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
下
に
あ
っ
て
本
学
が
今
な
す
べ

き
こ
と
は
た
だ
一
つ
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

誰
も
が
認
め
る
音
楽
大
学
と
し
て
の
《
大

学
力
》
を
よ
り
高
め
る
こ
と
以
外
に
あ

り
ま
せ
ん
。�

　
音
楽
大
学
と
し
て
の
《
大
学
力
》
と

は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
私
は
次
の
四

つ
に
集
約
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
学
生
に
音
楽
を
始
め
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲

を
高
め
る
力
、
第
二
に
、
学
生
を
社
会

人
と
し
て
も
音
楽
人
と
し
て
も
有
用
な

人
間
に
育
て
る
教
員
力
（
教
育
力
、
指

導
力
、
そ
し
て
そ
の
核
と
な
る
研
究
力
、

演
奏
力
、
創
造
力
）、
第
三
に
、
そ
れ

ら
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
大
学

運
営
を
活
性
化
さ
せ
る
職
員
力�

（
政
策
企
画
力
、
運
営
遂
行
力
、
支
援

力
）、
そ
し
て
第
四
に
、
そ
れ
ら
大
学

が
持
て
る
力
を
大
学
の
内
外
に
適
切
か

つ
効
果
的
に
発
信
す
る
広
報
力
。�

　
本
学
に
魅
力
的
な
真
の
《
大
学
力
》

が
あ
り
、
そ
れ
が
、
か
け
る
コ
ス
ト
に

見
合
う
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々

に
評
価
さ
れ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
厳
し

い
環
境
下
で
も
人
は
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

私
は
学
長
に
就
任
し
て
３
年
半
、
こ
の

音
楽
大
学
と
し
て
の
《
大
学
力
》
を
高

め
る
た
め
に
、
学
生
の
意
欲
を
喚
起
す

る
新
し
い
制
度
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

築
、
海
外
提
携
校
の
開
拓
、
大
学
運
営

の
た
め
の
政
策
企
画
を
立
案
す
る
チ
ー

ム
や
諸
種
の
委
員
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
の
設
置
、
成
果
を
内
外
に
発
信

す
る
広
報
統
括
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
Ｆ

Ｄ
活
動
、
Ｇ
Ｐ
獲
得
の
推
進
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。�

　
た
だ
、
こ
れ
ら

の
施
策
は
ま
だ
緒

に
つ
い
た
ば
か
り

で
あ
り
、
真
の
成

果
を
見
る
に
は
今
以
上
に
大
き
な
精
力

を
注
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
５

年
の
本
学
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、

本
学
が
真
の
《
大
学
力
》
を
身
に
付
け
、

建
学
の
精
神
を
よ
り
豊
か
に
実
現
し
た

日
本
有
数
の
音
楽
大
学
に
な
る
た
め
に
、

私
は
さ
ら
な
る
情
熱
を
も
っ
て
努
力
を

重
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
展
開
し
て
き
た
施
策
に
改
め
て
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
後
も
教
職
員
の
皆
様

の
熱
意
あ
る
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
海
外
の
大
学
や
音
楽
院
な
ど
と
の
姉

妹
校
提
携
を
推
進
し
て
い
る
大
阪
音
楽

大
学
に
１０
月
は
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。�

　
２０
日
朝
、
す
で
に
姉
妹
校
提
携
の
覚

書
を
交
わ
し
た
英
国
・
王
立
ウ
ェ
ー
ル

ズ
音
楽
演
劇
大
学
か
ら
Ｒ
・
マ
ク
マ
ホ

ン
教
授
と
安
良
岡
ゆ
う
教
授
、
同
日
午

後
に
は
オ

ラ
ン
ダ
・

ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
音
楽

院
の
Ｆ
・

ホ
イ
ツ
教

授
、
同
２７

日
に
は
米

国
・
ミ
シ

ガ
ン
州
立
大
学
の
Ｊ
・
フ
ォ
ー
ガ
ー
教

授
・
音
楽
学
部
長
、
Ｇ
・
ヴ
ァ
チ
ナ
ー

ゼ
同
学
部
ピ
ア
ノ
科
主
任
と
そ
の
夫
人

で
本
学
卒
業
生
の
杉
村
京
美
さ
ん
（
８３

年
大
専
修
・
ピ
ア
ノ
）が
来
学
し
、そ
れ

ぞ
れ
中
村
孝
義
学
長
、
竹
田
和
子
国
際

交
流
室
主
事
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。�

　
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
音
楽
院
の
ホ
イ
ツ
教

授
に
は
覚
書
締
結
の
書
類
な
ど
を
託
し

ま
し
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
フ
ォ

ー
ガ
ー
教
授
ら
と
も
話
し
合
っ
た
結�

果
、米
国
に
持
ち
帰
っ
て
結
果
を
連
絡

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

ミシガン州立大学の３人と話し合う�
中村孝義学長ら�

再選された�
中村孝義学長�

中
村
孝
義
学
長
を
再
選
�

《
大
学
力
》
さ
ら
に
高
め
る
�

所
信
�

姉
妹
校
提
携
推
進
で�

海
外
来
訪
者
相
次
ぐ�

10月�
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邦
楽
の
　
岡
リ
サ
講
師
は
０９
年
７
月

７
日
か
ら
１６
日
ま
で
、
国
際
交
流
基
金

の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
州
音
楽
公
演
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
に
派
遣
さ
れ
、
地
元

演
奏
家
と
も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
国

際
交
流
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。�

　
７
日
は
シ
ド
ニ
ー
音
楽
院
ヴ
ァ
ー
ブ

ル
ッ
ゲ
ン
ホ
ー
ル
、
１０
日
と
１１
日
は
ウ

エ
リ
ン
ト
ン
・
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

ア
イ
ロ

ッ
ト
シ
ア
タ
ー
、
１４
日
と
１５
日
は
マ
ニ

ラ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
セ
ン
タ
ー
で
そ

れ
ぞ
れ
公
演
。
１６
日
は
サ
ン
ト
・
ト
マ

ス
大
学
音
楽
学
部
で
箏
の
レ
ク
チ
ャ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。�

　
　
岡
さ
ん
と
一
緒
に
派
遣
さ
れ
た
の

は
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
奏
者
計

４
人
。
各
会

場
で
は
４
人

の
奏
者
が
ソ

ロ
と
合
奏
。

ア
カ
デ
ミ
ー

賞
を
受
け
た

「
お
く
り
び

と
」
の
テ
ー

マ
曲
や
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地

に
伝
わ
り
、

地
元
の
人
な

ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
民
謡
な
ど
を
演

奏
し
ま
し
た
。�

　
　
岡
さ
ん
は
「
箏
の
移
動
や
、
北
半

球
と
南
半
球
で
季
節
も
真
逆
、
衣
裳
も

変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
な
ど
、
大
変

な
こ
と
も
多
か
っ
た
ツ
ア
ー
で
し
た
が
、

地
元
の
人
に
箏
の
音
が
素
晴
ら
し
い
と

言
っ
て
頂
け
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
サ
ン
ト
・
ト
マ
ス
大
学
で
は
箏

の
値
段
や
調
弦
の
方
法
、
箏
曲
に
つ
い

て
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
本
学
の
３
講
師
が
７
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て

海
外
で
演
奏
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
邦
楽

の
　
岡
リ
サ
講

師
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
３
カ
国
を
訪
問
。
同
、
菊
武
厚
詞
講
師
が
ロ

シ
ア
連
邦
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
の
ユ
ー
ラ
シ
ア

音
楽
祭
に
出
演
。
声
楽
の
大
野
一
道
講
師
は
ネ

パ
ー
ル
へ
出
か
け
、

日
本
の
歌
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。
海
外
で
も
活
躍
す
る
３
講
師

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。�

　菊武厚詞講師はロシア連邦ブリヤー
ト共和国の首都ウランウデで９月１５日
から１９日まで開かれた「第４回ユーラ
シア音楽祭」に招待されました。以下
は菊武講師のリポートです。�
　ロシア連邦各共和国と、ラトビア、
ベラルーシ、台湾、モンゴル、ギリシ
ャなど各国、各地方から参加した民族
楽器による催しです。日本からは、学
術発表の分野で山口修・元教授、演奏
家は私と卒業生の菊重精峰氏ら計４人。�
　１日のスケジュールは、午前にマス
タークラスとして、各国各楽器の紹介
と講義、実習。その後６０分のコンサー
トが２回。午後から学術会議、夕方か
らコンサートが２回。これが４日間連
続で、様々な国の民族楽器の演奏と、
その講習などを体験させて頂きました。�

　コンサートは、日本の場合、尺八、
三味線、箏それぞれ１回ずつと、アン
サンブル１回の計４回。最終日は、ガラ・
コンサートに続き、演奏家総員による
ブリヤートの歌「我らの祖国」（Ａ.ア
ンドレエフ作曲）が、異国の楽器群で
大合奏され、聴衆から拍手喝采でした。�
　他国の演奏家たちは日本の文化にも
大変興味を持たれ、口々にぜひ日本に
も行ってみたいと言っていました。�

　
声
楽
の
大
野
一
道
講
師
は
１１
月
６
日

か
ら
１６
日
ま
で
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共

和
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
絶
景
を
望
む
標
高

４
０
０
０
　
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
、
シ

ャ
ン
ボ
チ
ェ
と
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
２

カ
所
で
演
奏
会
を
催
し
ま
し
た
。�

　
大
野
講
師
は
一
昨
年
か
ら
東
京
で
「
テ

ー
マ
リ
サ
イ
タ
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
の
フ
ァ
ン
の
一
人
が
今
回
の
催

し
を
企
画
し

ま
し
た
。�

　
ま
ず
、
１１

日
は
シ
ャ
ン

ボ
チ
ェ
で
。

エ
ベ
レ
ス
ト

に
初
制
覇
し

た
Ｅ
・
ヒ
ラ

リ
ー
卿
が
創

設
し
た
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で

小
・
中
・
高

生
３
０
０
人
と
地
元
民
を
含
む
計
約
４

０
０
人
の
前
で
「
荒
城
の
月
」
な
ど
日

本
の
歌
を
披
露
。
１５
日
の
演
奏
会
は
カ

ト
マ
ン
ズ
で
、
ネ
パ
ー
ル
に
在
住
の
日

本
人
ら
百
数
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

　
大
野
講
師
は
「
大
自
然
と
一
体
に
あ

る
山
岳
民
族
、
シ
ェ
ル
パ
の
営
み
の
美

し
さ
に
感
動
し
、
文
化
・
芸
術
の
意
味

と
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

メ
ー�

ト
ル�

箏のレクチャーコンサート＝サント・トマス大学�

モンゴルの人たちと（右から２人目が菊武講師）�

岡
リ
サ
講
師�

３
講
師
　
海
外
で
も
活
躍�

菊武厚詞講師リポート�

大
野
一
道
講
師�

カ
ト
マ
ン
ズ
の
ホ
テ
ル
で
歌

う
大
野
講
師�
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OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

１月・２月・３月� の 催 し �

大阪音楽大学�
大阪音楽大学短期大学部　合唱演奏会�
１月１６日（土）１５時　ザ・カレッジ・オペラハウス�
入場料　１０００円�
指揮　本山秀毅　里井宏次　演奏　大阪音楽大学合唱団�
木下牧子 ： 女声合唱とピアノのための「ファンタジア」　ほか�

大阪音楽大学短期大学部第１５回吹奏楽演奏会�
２月２８日（日）１４時　ザ・カレッジ・オペラハウス�
入場料　１０００円�
指揮　小野川昭博　演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団�
R. ガランテ ： レイズ・オブ・ザ・サン�
真島俊夫 ： 三つのジャポニスム　ほか�

大阪音楽大学�
大阪音楽大学短期大学部　第７回 ザ・ストリング・コンサート�
３月１０日（水）１８時　ザ・カレッジ・オペラハウス�
入場料　１０００円�
指揮　上塚憲一�
演奏　大阪音楽大学大学院/専攻科/大学/短期大学部弦楽器専攻生�

大阪音楽大学第４１回吹奏楽演奏会�
３月６日（土）１８時　ザ・シンフォニーホール�
入場料　１０００円　指定席�
【チケット取扱い】�
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９（自動音声対応）　Ｐコード３４１-５８８�
ABCチケットセンター（ザ・シンフォニーホール内窓口受付のみ）�
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２（窓口受付のみ）�
指揮　北野徹　丸谷明夫�
演奏　大阪音楽大学吹奏楽団　大阪音楽大学合唱団�
M.ラヴェル（高昌帥編曲）：「ダフニスとクロエ」第２組曲　ほか�

■大阪音楽大学コンサート・センターでは、演奏会開催日（本学内
開催）は、開演時刻まで窓口取扱時間を延長し、他公演の入場券
の販売、発券を行います。これに伴い、演奏会場内での入場券の
販売、発券はいたしません。コンサート・センター窓口でお求め
ください。�

■本年度から本学学生出演の演奏会が一部有料になります。各演奏
会の詳細とともにご案内いたします。�

■電話、Fax、はがき、大学ホームページ等で入場券をお申し込み
になり、郵送で受け取りご希望の場合、代金の振込手数料、送料
はお客様のご負担となります。また、本学主催演奏会の「ご案内
チラシ」のみ郵送ご希望の方も送料をご負担いただきます。詳し
くは電話でお問い合わせください。�
［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５  豊中市庄内幸町１-１-８�

1０６-６３３４-２２４２　Fax０６-６３３４-２１６４�

コンサート・センターからお知らせ�

電子オルガンコース・コンサート「フライング・ライヴ２０１０」�
１月１０日（日）１７時  入場無料（要整理券） ザ・カレッジ・オペラハウス�

出演　電子オルガン・コース専攻生�

ポピュラーコース・コンサート�
１月２９日（金）１８時３０分  入場料１０００円  サンケイホールブリーゼ�
【チケット取扱い】�
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Ｐコード３４３-６２１�
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２�

出演　ポピュラー・コース専攻生 専攻科在学生 卒業生�

ジャズコース・コンサート�
２月１７日（水）１８時３０分 入場料１０００円  ミレニアムホール�

出演　ジャズ・コース専攻生�

ミュージカルコース公演「
,
１０ミュージカルへの招待」�

２月２６日（金）１８時 入場料  未定　ザ・カレッジ・オペラハウス�
出演　ミュージカル・コース専攻生�

大阪音楽大学短期大学部ジャズ・ポピュラー専攻�

�
１月９日（土）�
１７時�

１月１０日（日）�
１７時�

１月１６日（土）�
１５時�

１月２９日（金）�
１８時３０分�

２月１３日（土）�
１７時�

２月１７日（水）�
１８時３０分�

２月２０日（土）�
１４時�

２月２０日（土）�
１４時　�

２月２１日（日）�
１４時�

２月２２日（月）�
１８時３０分�

２月２３日（火）�
１８時�

２月２６日（金）�
１８時�

２月２７日（土）�
１４時�

２月２８日（日）�
１４時�

３月５日（金）�
１８時３０分�

３月６日（土）�
１８時　�

３月７日（日）�
１４時�

３月９日（火）�
１８時３０分�

３月１０日（水）�
１８時�

３月１３日（土）�
１７時�

３月１４日（日）�
１４時�

３月１５日（月）�
１８時�

３月１６日（火）�
１８時�

３月１７日（水）�
１８時�

３月１８日（木）�
１８時�

３月２３日（火）�
１８時�

３月３０日（火）�
１９時�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール  出演  星田一山  　岡リサ�

電子オルガンコース・コンサート「フライング・ライヴ２０１０」�
ＯＨ　出演　電子オルガン・コース専攻生�

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部　合唱演奏会�
ＯＨ  出演  大阪音楽大学合唱団�

ポピュラーコース・コンサート�
サンケイホールブリーゼ  出演  ポピュラー・コース専攻生�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール　出演　織田優子　大内
美奈子　小出智子�

ジャズコース・コンサート�
ＭＨ　出演　ジャズ・コース専攻生�

若い芽のコンサート　歌と器楽で奏でるロマン派の作曲家たち�
ＭＨ　出演　L木未知子　曽我けいこ　小泉文　吉川知
佐　蜷川千佳　清水由佳子　橋川麗子　原真奈美�

第６６回ミュージアム・コンサート「中世ルネサンス音楽の蒼き理想郷」�
音楽博物館　お話　岡本一郎　演奏　ダンスリー・ルネ
サンス合奏団�

第２１回大阪音楽大学学生オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」第一日�
ＯＨ　出演　選抜学生　大阪音楽大学管弦楽団・合唱団�

オペラ物知り講座（第１回振替）�
「この人でこのオペラ！高嶋優羽さんの場合」�
ＭＨ　講師　中村敬一　演奏　高嶋優羽　西垣俊朗�

第２１回大阪音楽大学学生オペラ「コジ・ファン・トゥッテ」第二日�
ＯＨ　出演　選抜学生　大阪音楽大学管弦楽団・合唱団�

ミュージカルコース公演「’10ミュージカルへの招待」�
ＯＨ　出演　ミュージカル・コース専攻生�

ミレニアムホール特別講座�
『ショパンのふるさとは、やはりポーランド』�
ＭＨ　講師　日下部吉彦　演奏　岸本雅美�

短期大学部第１５回吹奏楽演奏会�
ＯＨ　出演　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団�

畑中良輔特別講座（第５回振替）「戦中より戦後へ」�
MH  講師  畑中良輔  演奏  藤原未佳子  木村孝夫  中村展子�

大阪音楽大学第４１回吹奏楽演奏会�
ザ・シンフォニーホール  出演  大阪音楽大学吹奏楽団�

第１３回コンサート・オペラ「蝶々夫人」�
OH　出演　並河寿美　田中友輝子　小餅谷哲男�
田中勉　ザ・カレッジオペラハウス管弦楽団・合唱団ほか�

オペラ物知り講座「この人でこのオペラ！石橋栄実さんの場合」�
MH　講師　中村敬一　演奏　石橋栄実�

第７回ザ・ストリング・コンサート�
OH  出演  大阪音楽大学・同短期大学部弦楽器専攻生�

Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール　出演　未定�

第３回オペラ物知り講座 in ひこね�
ひこね市文化プラザ　講師　中村敬一　演奏　並河
寿美　諏訪部匡司　時宗務　林育子　ほか�

大阪音楽大学短期大学部２００９年度卒業演奏会　第一夜�
OH　出演　大阪音楽大学短期大学部選抜学生�

大阪音楽大学短期大学部２００９年度卒業演奏会　第二夜�
OH　出演　大阪音楽大学短期大学部選抜学生�

大阪音楽大学２００９年度卒業演奏会　第一夜�
OH　出演　大阪音楽大学選抜学生�

大阪音楽大学２００９年度卒業演奏会　第二夜�
OH　出演　大阪音楽大学選抜学生�

大学院演奏会�
MH　出演　大阪音楽大学大学院生�

オペラハウス第２４回推薦コンサート�
「２０世紀の歌曲～２１世紀へのメッセージ」�
OH　出演　下岡万佑子　田中郷子　加藤哲子�

�



vol.209

5

Co l l ege　In forma t i on

おことわり�
第２８回ミュージアム・セミナー「ウイグルの歌舞－世界
無形文化遺産－」（３月２０日）は、出演者の都合により
中止になりました。ご了承ください。�

第２１回 大阪音楽大学学生オペラ�
W.A.モーツァルト「コジ・ファン・トゥッテ」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　（全２幕　原語上演　字幕付）�

２月２１日（日）１４時　２月２３日（火）１８時　指定席�
入場料　一般２０００円　�
　　　　本学学生の家族/シルバー/幸楽会会員/付属音楽院会員/�

　　　　小・中・高校生　１０００円�
指揮　小田野 宏之　演出　中村 敬一�
合唱　大阪音楽大学合唱団　管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団�

《お知らせ》�
学生オペラ入場券の発券方法が変わりました。はがき、またはFAXで「氏
名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号、公演日、演奏会名、枚数」
を明記のうえ、コンサートセンターにお申し込みください。ホームページ
からもお申し込みいただけます。URL http://daion.ac.jp

◆キャスト◆ 　２１日 　２３日�
フィオルディリージ 川田理紗 平川文香�
 白根奈  々 水野智絵�
ドラベッラ 中　侑子 樋川　綾�
  小林あすき�
グリエルモ 岩瀬昌弘 藤川晃史�
フェッランド 小林　峻 矢野勇志�
デスピーナ 友田久美 川口りな�
  高瀬　悠�
ドン・アルフォンソ 清水一貴 尾崎彰信�

開館２０周年記念　第１３回コンサート・オペラ�
ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 第44回定期演奏会�
G.プッチーニ「蝶々夫人」（演奏会形式　原語上演　字幕付）�

３月７日（日）１４時　指定席�
入場料　一般５０００円　シルバー/本学学生の家族/幸楽会会員/�
　　　　付属音楽院会員４０００円　高校生以下２０００円�
�
�
�
�
�
�
指揮　チャン・ユンスン　�
◆キャスト◆�
蝶々夫人 並河寿美 スズキ 田中友輝子�
ピンカートン 小餅谷哲男 シャープレス 田中勉　�
ゴロー 清原邦仁 ヤマドリ、ボンゾ 澤井宏仁�
神官 西田昭広 ケート 内藤里美�
合　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
�ザ・カレッジ・オペラハウス第２４回推薦コンサート２００９�
２０世紀の歌曲～２１世紀へのメッセージ�
３月３０日（火）１９時　指定席�
一般２０００円　�
シルバー/本学学生の家族/幸楽会会員/付属音楽院会員/小・中・高校生�
　１０００円�
ソプラノ　下岡万佑子　田中郷子　ピアノ　加藤哲子�
林光：四つの夕暮の歌�
G.クラム：ソプラノと拡張されたピアノのためのエレジー「出現」�

大阪音楽大学出張講座�

オペラ物知り講座 in ひこね vol.３�
『蝶々夫人』�

３月１４日（日）１４時　ひこね市文化プラザ　エコーホール�
前売１５００円　当日２０００円　自由席�
［チケット取扱い］ひこね市文化プラザチケットセンター　1０７４９-２７-５２００�
構成・お話　中村敬一�
キャスト　並河寿美　諏訪部匡司　時宗務　林育子　�
ピアノ　矢崎真理　飯川弓恵�
�

卒業生による 若い芽のコンサート vol.１９�
歌と器楽で奏でるロマン派の作曲家たち�

～イタリア、フランス、ドイツ、ハンガリーより～�
２月２０日（土）１４時　ミレニアムホール　入場料５００円�
演奏　 木未知子　曽我けいこ　小泉文　吉川知佐　�
　　　蜷川千佳　清水由佳子　橋川麗子　原真奈美�

第３８回　ミレニアムホール特別講座�
『ショパンのふるさとは、やはりポーランド』�

２月２７日（土）１４時　ミレニアムホール�
講師　日下部 吉彦　演奏　ピアノ　岸本雅美�
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

畑中良輔特別講座�
日本歌曲　１００年の歩みを辿って�

３月５日（金）１８時３０分　第５回振替　ミレニアムホール�
　「戦中より戦後へ」箕作秋吉　清瀬保二　　田三郎�
講師　畑中良輔　演奏　藤原未佳子　木村孝夫　中村展子�
受講料　２０００円（学生１０００円）　＊事前の申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２４９　FAX０６-６３３４-２５４２�

オペラ物知り講座�
第１回振替　この人でこのオペラ！�
　　　　　  「高嶋優羽さんの場合」�
２月２２日（月）１８時３０分　ミレニアムホール�
　　講師　中村敬一　�
　　演奏　ソプラノ　高嶋優羽　テノール　西垣俊朗�

第４回　この人でこのオペラ！「石橋栄実さんの場合」�
３月９日（火）１８時３０分　ミレニアムホール�
　　講師　中村敬一�
　　演奏　ソプラノ　石橋栄実�
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター�
1０６-６３３４-２２５１　FAX０６-６３３４-２５４２�

第６６回ミュージアム・コンサート�
「中世ルネサンス音楽の蒼き理想郷」�

２月２０日（土）１４時　音楽博物館�
お話　岡本一郎　演奏　ダンスリー・ルネサンス合奏団�
入場料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�
＜申し込み・問い合わせ＞音楽博物館�
1０６-６８６８-１５０９　FAX０６-６８６５-１２２１�

大阪音楽大学　音楽博物館�

並河寿美� 田中勉�小餅谷哲男�田中友輝子�
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矢
崎
真
理
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
晴
さ
ん

の
豊
か
な
バ
リ
ト
ン
が
会
場
に
響
き
ま

す
。
Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
運
命
の
力
」
。

こ
の
中
で
歌
わ
れ
る
ア
リ
ア
「
説
教
」
。�

　
晴
さ
ん
は
、
地
道
に
キ
ャ
リ
ア
を
重

ね
、
プ
ロ
の
オ
ペ
ラ
歌
手
と
し
て
自
立

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
数
少
な
い
歌
い
手

さ
ん
の
一
人
で
す
。�

　
―
新
国
立
劇
場
の
デ
ビ
ュ
ー
は�

　
初
舞
台
は
０３
年
。
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚｣

の
ア
ン
ト
ニ
オ
役
で
し
た
。
そ
の

後
、
Ａ
・
ベ
ル
ク
の
「
ル
ル
」
で
猛
獣

使
い
、
Ｇ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ボ
エ
ー

ム
」
で
は
ア
ル
チ
ン
ド
ロ
役
を
頂
き
ま

し
た
。�

　
―
彼
の
役
に
は
超
主
役
で
は
な
く
、

も
っ
と
目
立
た
な
い
小
さ
な
役
も
。
脇

役
は
ベ
テ
ラ
ン
、
主
役
級
は
若
い
人
で

か
ま
わ
な
い
、
と
い
う
の
が
本
当
の
オ

ペ
ラ
の
作
り
方
で
す
が
、
日
本
で
は
重

鎮
が
主
役
を
、
若
い
歌
い
手
さ
ん
が
脇

役
を
歌
う
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
状

態
が
続
い
て
い
ま
す�

　
脇
役
は
主
役
を
浮
き
立
た
せ
る
む
ず

か
し
い
役
ど
こ
ろ
。
テ
レ
ビ
の
大
河
ド

ラ
マ
を
見
て
い
る
と
主
役
は
新
人
で
も
、

脇
役
は
す
ご
く
演
技
力
の
あ
る
ベ
テ
ラ

ン
の
方
が
多
い
で
す
ね
。�

　
―
晴
さ
ん
は
外
国
の
経
験
も
豊
か
で

す
よ
ね�

　
海
外
デ
ビ
ュ
ー
は
２９
歳
の
と
き
。
ド

イ
ツ
の
劇
場
で「
魔
笛
」の
パ
パ
ゲ
ー
ノ

を
歌
い
ま
し
た
。�

　
―
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
は
大
事
な
存
在
。
日
本
人
が
、
し
か

も
ド
イ
ツ
語
で
主
役
を
歌
う
こ
と

は
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
す�

　
夢
を
売
っ
て
い
る
と
い
う
か
、

ド
ラ
マ
を
見
て
い
た
だ
く
中
で
、

発
音
は
と
て
も
大
事
。
私
も
い
じ

め
に
あ
っ
た
と
思
う
ぐ
ら
い
、
劇

場
の
人
た
ち
に
は
厳
し
く
仕
込
ま

れ
ま
し
た
。�

　
―
晴
さ
ん
は
外
国
で
キ
ャ
リ
ア
を
重

ね
て
、
新
国
を
は
じ
め
日
本
中
の
劇
場

か
ら
職
業
歌
手
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
る

貴
重
な
歌
い
手
。
体
の
中
に
ド
ラ
マ
を

持
ち
、
人
を
楽
し
ま
せ
る
彼
の
才
能
は

日
本
オ
ペ
ラ
界
の
財
産
で
す
。�

　
晴
さ
ん
は
こ
の
日
、
Ｇ
・
Ａ
・
ロ
ル

ツ
ィ
ン
グ
の
「
密
猟
者
」
、
Ｐ
・
Ｉ
・
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」

の
ア
リ
ア
を
は
じ
め
、
テ
ノ
ー
ル
の
小

餅
谷
哲
男
講
師
と
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
ド
ン�

・
カ
ル
ロ
」
の
「
我
々
の
胸
に
友
情
と

希
望
を
与
え
る
神
よ
」
を
歌
い
ま
し
た
。�

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
１
７
７
０
‐
１

８
２
７
年
）
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
（
１
７
６

９
‐
１
８
２
１
年
）
と
全
く
の
同
世
代
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
い
う
動
乱
の
時
代
を

生
き
た
音
楽
家
で
し
た
。�

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
二
十
歳
代
で
軍
人
と

し
て
成
果
を
あ
げ
た
こ
ろ
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
、
ハ
イ
ド

ン
に
弟
子
入
り
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て

の
地
位
を
手
に
し

ま
す
。
不
幸
な
こ

と
に
彼
は
３０
歳
の

こ
ろ
に
耳
の
病
に

冒
さ
れ
ま
す
。
丁

度
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

皇
帝
に
即
位
し
、

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

制
圧
す
る
時
期
と

重
な
り
ま
す
。�

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

と
っ
て
耳
の
病
気

は
致
命
的
。
１
８
０
０
年
、
ま
さ
に
世

紀
の
変
わ
り
目
に
彼
は
作
曲
家
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
、
最
初
の
交
響
曲
を
発
表
、

そ
の
後
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
集
中
的
に

取
り
組
み
ま
す
。�

　
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
付
い
た
「
皇
帝
」

「
田
園
」「
運
命
」「
熱
情
」「
月
光
」
な

ど
の
名
曲
は
彼
が
３０
歳
か
ら
４０
歳
代
に

書
い
た
作
品
。
激
し
い
曲
が
多
く
、
髪

を
振
り
乱
し
た
姿
は
こ
の
時
期
の
も
の

で
す
。�

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
１
８
１
４
年
に
皇
帝

の
地
位
を
追
わ
れ
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
と
っ
て
も
す
で
に
晩
年
。
曲
想

も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
ロ
マ
ン

派
の
先
が
け
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
小
さ

な
も
の
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。�

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
戦
時
中
、
生
涯

で
一
つ
だ
け
オ
ペ
ラ
を
書
い
て
い
ま
す
。

１
８
０
５
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
初
演
さ
れ

た
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
が
そ
れ
で
す
。
か

つ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
書
い
た
よ
う
な

貴
族
向
け
の
オ
ペ
ラ
で
は
な
く
、
友
情

や
夫
婦
愛
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
無
実
の

罪
で
つ
か
ま
っ
た
市
民
を
救
済
す
る
物

語
。
イ
タ
リ
ア
語
で
は
な
く
ド
イ
ツ
語

で
上
演
し
、
民
衆
向
け
と
思
い
た
く
な

る
よ
う
な
作
品
で
す
。
観
衆
は
手
に
汗

握
る
思
い
で
劇
場
に
足
を
運
ん
だ
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
１
８
０
８
年
、
動
乱
の
最
中
に
書
か

れ
た
交
響
曲
第
５
番
「
運
命
」
。
第
３

楽
章
は
暗
闇
、
第
４
楽
章
は
光
、
勝
利
、

そ
し
て
歓
喜
を
音
に
し
て
い
ま
す
。
「
闇

か
ら
光
」
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
希

望
を
も
ち
た
い
と
願
う
民
衆
の
声
そ
の

も
の
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
時
代
の
音
」

だ
っ
た
の
で
す
。
音
そ
の
も
の
に
時
代

の
気
分
を
聞
く
と
い
う
楽
し
み
方
を
す

る
と
、
新
し
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
見

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。�

西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�⑦�

動
乱
の
時
代
を
生
き
た
２
人�

「この人でこのオペラ」�

中村 敬一�
晴
雅
彦
さ
ん
の
場
合�

楽しませる才能　財産�

第５期�オペラ物知物知り講座講座�オペラ物知り講座�

１０月２７日 ミレニアムホール�１０月２７日 ミレニアムホール�
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大
阪
音
楽
学
校
大
演
奏
会
の
予
告
記

事
が
１
９
２
７
年（
昭
和
２
年
）１２
月
１６

日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
記
事
全
体
＝
写
真
○上
＝
を
ケ

イ
で
囲
い
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
レ
イ
ア

ウ
ト
。
内
容
の
冒
頭
に
「
同
情
週
間
」

と
あ
る
の
は
、
大
阪
音
楽
学
校
と
新
聞

社
が
タ
イ
ア
ッ
プ
、
演
奏
会
を
開
い
て

義
金
を
募
る
、
現
在
で
い
う
「
歳
末
助

け
合
い
運
動
」
の
は
し
り
だ
っ
た
の
で

す
。
創
立
後
わ
ず
か
１２
年
の
大
阪
音
楽

学
校
は
、
社
会
奉
仕
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
　
（
文
中
敬
称
略
）
�

　
記
事
の
内
容
を
見
る
と
―
―
。
「
本

社
同
情
週
間
第
三
日
の
催
し
の
一
つ
で

あ
る
大
阪
音
樂
學
校
大
演
奏
會
は
い
よ

　
　
十
七
日
午
後
六
時
半
よ
り
朝
日
會

館
公
演
塲
で
開
催
さ
れ
る
が
、
同
校
で

は
こ
れ
が
準
備
の
た
め
十
五
日
午
後
五

時
か
ら
大
阪
府
立
女
専（
現
・
大
阪
府

立
大
学
）の
講
堂
で
全
校
生
の
最
後
の

猛
練
習
を
行
っ
た
、
何
分
今
回
の
演
奏

會
は
同
校
と
し
て
は
空
前
の
大
規
模
な

も
の
で
、
永
井
幸
次
氏
を
始
め
教
官
、

講
師
達
も
總
出
で
出
演
し
、
な
か
ん
づ

く
六
十
名
か
ら
成
る
混
聲
合
唱
團
は
關

西
に
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る
」
�

　
こ
の
後
に
「
入
塲
料
　
二
圓
、
一
圓
、

五
十
銭
、
各
百
貨
店
、
樂
器
店
…
」
と

続
き
ま
す
が
、
肝
心
の
合
唱
曲
名
は
当

日
の
様
子
を
報
じ
た
記
事
に
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
側
に
も
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
残
念
な
が
ら
曲
名
は
不
明
で
す
。
�

　
大
阪
音
楽
学
校
の
混
声
合
唱
団
は
こ

の
時
期
、
男
女
共
学
が
許
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
練
習
も
苦
労
し
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
「
関
西
で
も
珍

し
い
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
規
模
や

実
力
と
も
に
定
評
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
大
演
奏
会
の
２
年
前（
２５
年
＝
大
正

１４
年
）に
も
、
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
で

「
現
在
、
こ
の
學
校（
大
阪
音
楽
学
校
）

の
呼
物
は
合
唱
團
だ
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
永
井
作
曲
の
「
凱
旋
」
や
「
愛

国
」
な
ど
小
作
品
が
中
心
だ
っ
た
混
声

合
唱
団
が
、
大
正
末
期
か
ら
西
洋
の
合

唱
曲
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
２６

年（
大
正
１５
年
）１１
月
１８
日
、
中
之
島
・

中
央
公
会
堂
で
催
さ
れ
た
大
阪
市
教
育

会
主
催
の
音
楽
会
で
は
Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
の
歌
劇
「
椿
姫
」
第
１
幕
の
『
乾
杯
の

歌
』
を
合
唱
。
そ
の
後
も
、
Ｗ
・
Ａ
・

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
Ｆ
・
Ｊ
・
ハ
イ
ド
ン

の
ミ
サ
曲
や
オ
ラ
ト
リ
オ
、
Ｒ
・
ヴ
ァ

ー
グ
ナ
ー
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
歌
劇
中
の

合
唱
曲
な
ど
を
採
り
上
げ
、
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
�

　
一
方
、
大
阪
音
楽
学
校
が
協
賛
し
た

「
同
情
週
間
」
。
き
っ
か
け
は
２３
年（
大

正
１２
年
）９
月
１
日
に
起
き
た
関
東
大

震
災
で
す
。
死
者
は
１０
万
人
超
と
も
１４

万
人
超
と
も
言
わ
れ
、
東
京
は
震
災
の

痛
手
か
ら
回
復
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
街

に
は
多
数
の
罹
災
者
が
さ
ま
よ
い
、
将

来
の
見
通
し
も
立
た
な
い
有
様
で
し
た
。

東
京
朝
日
新
聞
は
翌
２４
年（
大
正
１３
年
）

１２
月
４
日
付
で
義
金
運
動
の
社
告
を
掲

載
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
新
聞
社

会
事
業
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
�

　
原
点
は
米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
あ
る
新
聞
社
の
義
金
運
動
で
し
た
。

東
京
朝
日
の
特
派
員
が
こ
れ
に
ヒ
ン
ト

を
得
て
、
帰
国
後
に
運
動
を
始
め
、
他

社
も
婦
人
記
者
を
東
京
朝
日
に
派
遣
、

在
留
外
国
人
も
義
金
に
協
力
し
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
２６
年（
大
正

１５
年
）か
ら
大
阪
朝
日
新
聞
も
呼
応
し
、

新
聞
社
会
事
業
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
�

　
大
阪
音
楽
学
校
は
翌
２７
年
の
歳
末
同

情
週
間
に
参
加
。
そ
の
時
の
催
し
物
は

大
阪
音
楽
学
校
の
「
大
演
奏
会
」
を
は

じ
め
、
「
外
国
映
画
の
夕
」「
写
真
撮
影

会
」
な
ど
１８
を
数
え
、
市
内
各
百
貨
店

も
協
力
し
て
早
く
も
定
着
。
そ
の
後
は

歳
末
だ
け
で
な
く
、
「
恵
ま
れ
な
い
人

た
ち
に
愛
の
手
を
」
と
読
者
や
視
聴
者

に
義
援
金
を
呼
び
か
け
る
運
動
が
全
国

に
広
が
り
、
各
報
道
機
関
に
次
々
と
厚

生
文
化
事
業
団
が
誕
生
し
ま
し
た
。
�

　
と
こ
ろ
で
、
大
阪
音
楽
学
校
の
大
演

奏
会
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
翌
日
の
記

事
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
�

　
「
こ
の
音
樂
會
は
同
校
と
し
て
も
空

前
の
大
規
模
な
計
劃
の
下
に
そ
の
準
備

を
進
め
て
ゐ
た
が
、
同
校
の
持
つ
豊
か

な
内
容
は
、
當
夜
の
聴
衆
を
全
く
驚
か

せ
た
ほ
ど
い
ゝ
出
來
を
見
せ
、
出
演
者

の
冴
え
た
腕
は
最
後
ま
で
人
々
を
陶
酔

さ
せ
て
盛
況
裡
に
散
會
し
た
」
�

〈１０〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

男女共学が許されない中で、混声合唱団の練習�
風景（昭和8、9年ごろ）�
�

オペラ物知り講座�

大
演
奏
会
開
き
義
金
募
る�

歳末助け合いのはしり�
�

社会奉仕活動�

１０月２７日 ミレニアムホール�
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い
ず
れ
も
中
丹
文
化
会
館�

　
演
奏
会
で
は
Ｅ
・
グ
リ
ー
グ
の
「
３

つ
の
詩
篇
」
な
ど
、
本
学
混
声
合
唱
Ｓ

ク
ラ
ス
と
は
Ａ
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
「
ア

ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
の
ほ
か
３
曲
を
そ
れ

ぞ
れ
演
奏
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
ノ
イ

ス
合
唱
団
が
日
本
の
民
謡
「
こ
も
り
う

た
」
や
「
そ
う
ら
ん
節
」、「
会
津
磐
梯

山
」
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
前
日
は
合
同
練
習
の
後
に
ノ
イ
ス
合

唱
団
と
本
学
混
声
合
唱
Ｓ
ク
ラ
ス
の
学

生
が
懇
親
会
。
「
学
生
と
一
緒
に
練
習

し
て
若
返
っ
た
気
分
」
と
合
唱
団
。「
本

物
の
ド
イ
ツ
語
が
聞
こ
え
て
き
て
刺
激

を
受
け
た
」
と
学
生
た
ち
。
最
後
は
お

互
い
の
国
の
歌
を
合
唱
し
合
い
、
に
ぎ

や
か
に
歌
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。�

　ドイツ・ノイス（ニーダーライン地方）で、宗教

合唱曲を中心に演奏活動をしているカペラ・クイリ

ーナ・ノイス室内合唱団の特別演奏会が１０月２４日、

ミレニアムホールであり、大阪音楽大学混声合唱Ｓ

クラスが賛助出演しました。前日の２３日には学生サ

ロン「ぱうぜ」で学生たちと懇談しました。�

　
私
た
ち
大
学
専
攻
科
生
は
毎
年
、
学

修
の
成
果
を
学
外
で
発
揮
す
る
オ
ー
タ

ム
・
コ
ン
サ
ー
ト（
音
楽
実
践
演
習
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
１０
月
１０
日
に

羽
曳
野
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
、
１１
月

１５
日
に
綾
部
市
の
中
丹
文
化
会
館
で
そ

れ
ぞ
れ
演
奏
会
を
開
き
ま
し
た
。�

　
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
曲
目
を
意
識
し
、�

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
。
一
つ
ひ
と
つ
の
曲
を
編
曲
し
て
メ

ド
レ
ー
に
し
た
り
、
器
楽
編
成
を
原
曲

と
変
え
て
演
奏
し
た
り
、
工
夫
し
ま
し

た
。
特
に
中
丹
文
化
会
館
で
は
幸
楽
会

中
丹
支
部
の
先
輩
方
に
お
手
伝
い
頂�

き
、
地
元
合
唱
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
、

ま
た
、
阪
上
和
夫
名
誉
教
授
を
お
迎
え

し
て
豪
華
な
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。�

　
普
段
の
勉
強
に
追
わ
れ
る
中
、
演
奏

会
を
一
か
ら
作
り
上
げ
る
の
は
大
変
で

し
た
が
、
充
実
も
し
て
い
ま
し
た
。
二

つ
の
演
奏
会
と
も
大
盛
況
で
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
中
丹
文
化
会

館
で
の
演
奏
会
は
１２
月
末
に
地
元
局�

「
F
M
い
か
る
」
で
放
送
の
予
定
で
す
。�

　
第
２３
回
新
作
展
で
は
、
審
査
で
選
ば

れ
た
１０
作
品
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
前

半
は
雫
川
貴
博
さ
ん
の
『Z

eit 
d
er 

�

L
u
ck
e

』
、
忘
却
へ
誘
う
川
を
、
弦
楽

器
の
線
描
と
ピ
ア
ノ
の
茫
漠
と
し
た
響

き
で
描
い
た
t
木
日
向
子
さ
ん
の
『L

e 

L
ethe pour V

iolon,V
ioloncelle et 

P
ian
o

』
、
岡
本
惟
禎
さ
ん
の
『
慈
愛
』
、

杉
本
悠
さ
ん
の
『
生
き
て
ゐ
る
位
置
』

『
傘
』
、
山
本
真
理
子
さ
ん
の
『P

earl 

G
ray

』
。
後
半
は
中
村
徹
さ
ん
の
『
マ

リ
ン
バ
と
打

楽
器
４
奏
者

の
た
め
の
協

奏
組
曲
』
、

内
兼
久
康
美

さ
ん
の
『
満

月
の
夜
に
』
、

松
本
栄
成
さ

ん
の
『
西
脇

順
三
郎
の
詩

に
よ
る
２
つ

の
歌
曲
』
、恩

地
孝
幸
さ
ん
の
『
花
時
の
序
曲
〜
忘
れ

え
ぬ
記
憶
と
と
も
に
〜
』
に
続
い
て
、

最
後
は
手
柴
里
美
さ
ん
の
『
銀
色
夏
生

の
詩
に
よ
る
２
つ
の
小
品
』
。
４
人
の

歌
い
手
が
語
り
、
歌
、
ヴ
ォ
カ
リ
ー
ズ

で
現
代
詩
の
あ
や
う
く
刹
那
的
な
世
界

を
立
体
的
に
表
現
し
ま
し
た
。�

:'
'

独・カペラ・クイリーナ・ノイス室内合唱団�

特別演奏会特別演奏会や学生学生と懇談懇談�特別演奏会特別演奏会や学生学生と懇談懇談�特別演奏会や学生と懇談�
オ
ー
タ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
豪
華
に�

第
２３
回
新
作
展�

１０
作
品
を
演
奏�

羽
曳
野�

綾
部
で�

１１月９日 オペラハウス�

１１月１３日　オペラハウス�

１１月１６日　オペラハウス�

梶原綾華・森奈々�リポート�

１１月１２日　ミレニアムホール�１１月１２日　ミレニアムホール�
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�

　フルートの宮脇翔子さん（短

２）をトップに独奏７人と独

唱１人、二重唱、四重奏各１

組の計１４人が出場しました。

サクソフォーン四重奏の坂本

美佳子さんら短１の４人は「魅力的な演奏を」とＰ．

ショルティーノの「異教徒の踊り」を披露しました。�

　
加
茂
里
織
さ
ん（
大
２
）と
小

野
文
さ
ん（
同
）が
W
・
A
・
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
２
台
の
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
協
奏
曲
」、
比
果

沙
織
さ
ん（
大
３
）は
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
　
第

２３
番
」、
村
井
陽
香
さ
ん（
大
３
）

は
L
・
v
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
　
第
３
番
」

を
、
大
勝
秀
也
氏
の
指
揮
、
ザ
・

カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管

弦
楽
団
と
の
共
演
で
演
奏
し
ま

し
た
。�

　
田
中
梨
沙
さ
ん（
大
３
・
フ
ル
ー
ト
）ら
１０

組
４３
人
が
演
奏
し
ま
し
た
。
濱
田
夕
葵
さ
ん

（
大
４
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）ら
に
よ
る
金
管
・

打
楽
器
十
一
重
奏
は
Ｇ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
の「
ア
・

ラ
・
カ
ル
ト
」。
ム
ー
デ
ィ
ー
な
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
料
理
「
パ
エ
リ
ア
」
や
「
お
寿
司
」
に

続
き
、
最
後
は
イ
タ
リ
ア
の
「
ほ
う
れ
ん
草

の
ラ
ザ
ー
ニ
ェ
」。
若
い
料
理
人
に
よ
る
世

界
の
料
理
に
客
席
は
ご
満
悦
。�

　
林
ゆ
か
り
さ
ん（
大
３
）は
Ｆ
・
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
バ
ル
ト
ル
デ
ィ
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲 

第
２
番 

ニ
短
調 

作
品

４０
」、
岡
村
哲
朗
さ
ん（
大
４
）は
Ｐ
・

ク
レ
ス
ト
ン
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
幻
想
曲 

作
品
４２
」、

茶
円
清
正
さ
ん（
同
）は
Ｈ
・
ト
マ
ジ
「
ア

ル
ト
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め
の
協
奏
曲
」
を
演
奏
。
指

揮
は
大
勝
秀
也
氏
、
演
奏
は
ザ
・
カ
レ

ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
。�

　
ピ
ア
ノ
の
増
井
愛
さ
ん（
大
３
）は
Ｆ
・
リ
ス
ト
の
「
超
絶
技
巧
練
習
曲 

第
１０
番 

ヘ
短
調
」
な
ど
３
曲
を
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
臼
井
直
美
さ
ん（
大
４
）は

Ｇ
・
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
「
ト
ス
カ
」
よ
り
「
歌
に

生
き
、
愛
に
生
き
」
な
ど
曲
調
の
異
な
る
６
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
Ｇ
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
「
序
奏
、主

題
と
変
奏
曲
」
な
ど
を
演
奏
し
た
の
は
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
の
小
橋
綾
実
さ
ん（
大
４
）。
自
分
の
音
で
様
々

な
風
景
を
描
写
し
、
歌
い
、
語
り
か
け
ま
し
た
。�

�

特別演奏会や学生と懇談�特別演奏会や学生と懇談�
第２４回ピアノ・グランド・コンサート�

第９回ザ・カレッジ・アンサンブル・コンサート�

第
２１
回
ザ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト�

第２０回ザ・カレッジ・コンサート�

第
１６
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
・�

コ
ン
サ
ー
ト�

１１
月
２０
日
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス�

１１月９日 オペラハウス�１１月９日 オペラハウス�

１１月１９日  オペラハウス�

１１月１３日　オペラハウス�１１月１３日　オペラハウス�

１１月１６日　オペラハウス�１１月１６日　オペラハウス�

１１月１２日　ミレニアムホール�
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20
世
紀
オ
ペ
ラ
シ
リ
ー
ズ
、
Ａ
・
オ
ネ
ゲ
ル

作
曲
「
火
刑
台
上
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
」
が

11
月
６
日
、
８
日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
主
役
の
ジ
ャ
ン

ヌ
（
石
橋
栄
実
）
と
、
修
道
士
ド
ミ
ニ
ッ
ク
（
川

下
登
）
は
語
り
の
み
で
、
し
か
も
日
本
語
。
音

楽
の
主
体
は
ジ
ャ
ン
ヌ
に
救
い
を
求
め
、
時
に

糾
弾
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
（
合
唱
）
で
す
。

台
本
作
者
、
Ｐ
・
ク
ロ
ー
デ
ル
独
特
の
手
法
で
、

動
物
裁
判
や
王
様
の
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
な
ど
痛

烈
な
パ
ロ
デ
ィ
ー
が
、
コ
ミ
カ
ル
な
寸
劇
と
、

ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
色
彩
豊
か
な
管
弦
楽
で
繰
り
広

げ
ら
れ
、
聖
と
俗
の
対
比
が
浮
き
彫
り
に
。
オ

橋」から変更した都山流本曲「岩清水」、それにこの日
の出演者総出の「冬の一日」。�
　星田一山講師は「アクシデントはありましたが、早い
時期から取り組んでいたので、支障がなくほっとしました」
と話していました。�

カーゲルさん「『第九』はベ
ルリンで演奏したことがあり
ますが、日本の学生と一緒
に演奏できるなんて、とても
ユニークな経験です」�
コンサート・ミストレス山x

清花さん「自分の演奏以外
にスコアを見て他の楽器の

パートを確認するなど、大変
でしたが楽しかった」�
小田野特任教授「『火の鳥』
はストーリー性、『第九』は
枠に収まらないダイナミックな
表現を求め、学生たちはよく
応えてくれました」�

合唱指揮　船曳圭一郎さん「合唱の膨大な量、音と言
葉（フランス語）の難しさ。三重苦でしたが、練習日を大
幅に増やし克服しました」�
チャン・ユンスンさん「エネルギッシュな岩田さんとオペ
ラをつくる体験は刺激的でした。オンド・マルトノ奏者を
探してくださった本田耕一館長に感謝したい」�

　
大
阪
音
楽
大
学
第
52
回
定
期
演
奏
会
が
12
月
４

日
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
小
田
野
宏
之
特
任
教
授
の
指
揮
で
、
大
阪
音

楽
大
学
管
弦
楽
団
が
、
Ｉ
・
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ

ー
の
舞
踊
組
曲
『
火
の
鳥
』
を
魔
術
的
な
響
き
、

め
く
る
め
く
躍
動
感
で
表
現
。
Ｌ
・
ｖ
・
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
『
交
響
曲
　
第
九
番
　
ニ
短
調

　
作
品
１
２
５
』
は
、
大
阪
音
楽
大
学
合
唱

団
と
ソ
リ
ス
ト
に
松
田
昌
恵
准
教
授
、
荒
田

祐
子
教
授
、
西
垣
俊
朗
講
師
、
田
中
勉
教
授

が
加
わ
り
、
端

正
な
ハ
ー
モ
ニ

ー
、
高
揚
し
た

音
楽
を
聴
か
せ

ま
し
た
。
『
第

九
』
に
は
ド
イ

ツ
の
交
換
留
学

生
、
マ
ル
テ
ィ

ン
・
Ｆ
・
カ
ー

ゲ
ル
さ
ん
も
加

わ
り
、
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
を
演
奏
し

ま
し
た
。�

大阪音楽大学�

第52回定期演奏会�

「火の鳥」と「第九」に挑戦�

暗
闇
か
ら 

光
求
め
て�

ザ・カレッジ・オペラハウス�
開館20周年記念�

出　岩田達宗�
ス合唱団�
ス管弦楽団�

ヌ・ダルク�

演奏会�

加公演�
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ン
ド
・
マ
ル
ト
ノ
や
プ
リ
ペ
ア
ー
ド
ピ
ア
ノ
が

劇
的
効
果
を
高
め
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ヌ
が
唯
一
口

ず
さ
む
「
ト
リ
マ
ゾ
」
の
歌
を
通
じ
て
、
聖
母

に
捧
げ
る
ろ
う
そ
く
と
、
火
刑
台
の
炎
が
一
つ

に
な
り
、
聖
女
た
ち
の
清
ら
か
な
歌
声
に
導
か

れ
、
昇
天
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
。
は
ら
り
と
花
び
ら

が
舞
い
散
る
よ
う
な
フ
ル
ー
ト
の
フ
レ
ー
ズ
で

静
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
作
品
を
本
格

的
に
上
演
す
る
の
は
初
め
て
。
フ
ラ
ン
ス
語
、

日
本
語
、
ラ
テ
ン
語
が
飛
び
交
い
、
緊
密
に
応

答
す
る
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
は
、
開
館
20
周
年
を

機
に
新
た
な
飛
躍
を
示
す
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。�

　第32回邦楽演奏会は11月27日、ミレニアムホールで
催されました。出演を予定していた講師と学生各１人が
急病のため、急に演奏曲と演奏者を変更し、演奏会を
乗り切りました。�
　プログラムは「編曲八千代獅子」、「千鳥の曲」、「石

石橋栄実さん「役作りのテーマは少女。一番の武器で
ある音楽がない状態で、言葉をどう表現するか、新しい
道が見えた気がします」�
オンド・マルトノ奏者　久保智美さん「特異な音色とグ
リッサンドで、地獄の番犬の鳴き声や鐘の音、天からの
声などを表現しました」�

　
２
０
０
８
年
度
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
最
優

秀
賞
受
賞
者
演
奏
会
「
第
６
回
ザ
・
ロ
ー
レ
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
10
月
29
日
19
時
か
ら
大
阪
市
中

央
区
の
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
、
３
人
が
出
演

し
ま
し
た
。�

　
原
田
恵
美
さ
ん

（
09
年
大
卒
・
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
は
Ｅ
・
ボ
ザ
の
「
イ
タ
リ
ア
風
幻

想
曲
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
。「
す
べ
て
大
曲
で
、

し
か
も
、
私
が
富
山
市
で
学
ん
で
い
る
た
め
、
ピ

ア
ノ
の
中
村
理
愛
さ
ん
と
あ
ま
り
合
わ
せ
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
は
親
友
、
し

っ
か
り
と
受
け
て

く
れ
ま
し
た
」�

　
三
浦
槙
子
さ
ん
（
院
１
・
ピ
ア
ノ
）
は
Ｏ
・
メ

シ
ア
ン
の
「
幼
子
イ
エ
ス
に
注
ぐ
20
の
ま
な
ざ
し
」

よ
り
『
全
能
の
言
葉
』
な
ど
３
曲
を
披
露
。「
私

も
大
曲
に
挑
戦
し
た
の
で
、
約
30
分
間
、
集
中
力

を
維
持
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
途
中
か
ら
そ
の

集
中
力
が
切
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

踏
ん
張
り
、
弾
き
切
り
ま
し
た
」�

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
中
侑
子
さ
ん
（
院
１
・
オ
ペ
ラ
）

は
Ｏ
・
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
「
舞
踏
へ
の
誘
い
」
な
ど

５
曲
を
熱
唱
。「
最
初
の
２
曲
は
緊
張
し
た
の
で

す
が
、
途
中
か
ら
楽
し
く
歌
え
ま
し
た
。
最
近
、

ち
ょ
っ
と
体
調
を
崩
し
た
の
で
、
私
の
今
の
状
況

で
は
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
す
」�

08
年
度
最
優
秀
受
賞
者
演
奏
会
�

第6回ザ・ローレル・コンサート�

指　揮　チャン・ユンスン　　演　
合　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス

20世紀オペラシリーズ� 火刑台上のジャン

第32回邦楽演

文化庁芸術祭参加
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作
曲
家
と
し
て
放
送
番
組
で
多
く
の

テ
ー
マ
曲
や
Ｃ
Ｍ
曲
な
ど
を
手
掛
け
た

通
称
「
浪
花
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
。�

　
「
人
気

歌
手
の
多

く
は
楽
譜

が
読
め
な

い
の
は
ご

承
知
で
し

ょ
う
。
大

き
な
イ
ベ

ン
ト
で
、

歌
手
が
ア
・
カ
ペ
ラ
で
歌
う
『
君�

が
代
』
は
ほ
と
ん
ど
が
間
違
っ
て
い
ま

す
」�

　
「
人
間
は
自
分
の
歌
っ
て
い
る
歌
や

演
奏
し
て
い
る
楽
器
の
音
は
本
来
、
聴

こ
え
ま
せ
ん
。
人
間
は
不
可
解
で
頼
り

な
い
存
在
で
す
。
人
体
が
持
っ
て
い
る

耳
、
鼻
、
口
、
目
は
不
確
か
で
、
た
え

ず
錯
覚
や
ミ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
自
分

が
演
奏
し
た
曲
は
そ
の
通
り
で
は
な�

く
、
『
つ
も
り
』
の
音
が
耳
に
入
り
ま

す
」�

　
「
童
謡
・
唱
歌
の
『
う
さ
ぎ
と
か�

め
』
は
作
曲
家
で
も
間
違
っ
て
『
も
し

も
し
　
か
め
よ
』
の
『
め
』
で
下
げ
る

と
こ
ろ
を
『
よ
』
で
下
げ
て
い
ま
す
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
歌
（
六
甲
颪
）
も

し
か
り
で
、
難
し
い
メ
ロ
デ
ィ
は
楽
譜

通
り
に
歌
わ
ず
、
す
べ
て
変
え
て
し
ま

い
ま
す
」�

　
繊
細
な
技
巧
、
強
靭
な
肉
体
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
力
で
ダ
ン
ス
界
を
リ

ー
ド
す
る
平
山
氏
。
振
付
家
と
し
て
も

高
い
評
価

を
得
て
い

ま
す
。
こ

の
日
の
テ

ー
マ
は「
舞

踊
作
品
と

音
楽
」
。

大
学
、
短

大
な
ど
の

作
曲
専
攻

生
３５
人
が
受
講
し
ま
し
た
。�

　
平
山
氏
の
ジ
ャ
ン
ル
は
１
９
８
０
年

代
に
登
場
し
た「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・

ダ
ン
ス
」。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ダ
ン
ス
や

武
術
の
動
き
、
サ
ー
カ
ス
の
要
素
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
身
体
表
現
を
取
り
入
れ
た
現

代
ア
ー
ト
。
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
登
場
さ

せ
る
の
も
現
代
作
品
の
特
徴
の
一
つ
で

す
、
と
紹
介
。�

　
後
半
は
バ
レ
エ
の
基
本
と
振
り
付
け

の
実
践
。
受
講
生
た
ち
は
足
や
手
の
基

本
的
な
動
き
を
教
わ
っ
た
後
、
学
生
が

即
興
で
弾
く
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
、
様
々

な
身
体
表
現
を
体
験
し
ま
し
た
。�

　
「
音
楽
と
ダ
ン
ス
は
寄
り
添
う
関
係

に
あ
り
ま
す
。
作
曲
の
勉
強
を
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
ダ
ン
ス
音
楽
を
書

い
て
み
た
い
と
思
う
人
が
一
人
で
も
多

く
出
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」�

　
わ
ず
か
な
休
憩
を
挟
ん
で
計
６
時
間

の
公
開
レ
ッ
ス
ン
で
、
桑
沢
美
南
さ
ん

（
大
２
）
ら
６
人
の
学
生
が
指
導
し
て

も
ら
い
ま

し
た
。�

　
加
茂
里

織
さ
ん（
大

２
）
が
演

奏
し
た
の

は
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
の

前
奏
曲
第

１
集
よ
り

「
西
風
の
見
た
も
の
」
「
亜
麻
色
の
髪

の
乙
女
」
な
ど
。�

　
ほ
と
ん
ど
良
か
っ
た
。
で
も
、
も
っ

と
自
由
に
。
「d

ou
cem
en
t

」
の
意
味

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
英
語
で
は
「
甘

い
」
。
日
本
語
で
は
「
や
さ
し
く
と
か
、

心
地
よ
く
」
と
言
う
意
味
。
歌
う
感
じ

で
、
こ
こ
は
羽
根
が
空
に
浮
か
ん
で
い

る
よ
う
に
、
自
由
に
時
間
を
使
っ
て
演

奏
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
英
国
・
王
立
ウ
ェ
ー
ル
ズ
音
楽
演
劇

大
学
で
後
進
の
指
導
に
当
た
る
マ
ク
マ

ホ
ン
氏
は
曲
の
読
み
方
、
奏
法
に
つ
い

て
、
持
て
る
知
識
と
技
術
を
惜
し
み
な

く
学
生
た
ち
に
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　｢

わ
か
り
や
す
く
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た｣｢

先
生
の
お
か
げ
で
、
思
い
っ

き
り
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た｣

と

学
生
た
ち
。�

　
結
成
２５
周
年
を
迎
え
、
「
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
宝
物
」
と
言
わ
れ
る
チ
ェ
ロ
の
B
�

・
ル
イ
ス
さ
ん
ら
４
人
に
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
松
田

佳
奈
さ
ん
、

同
、
山
田

聖
華
さ
ん

（
以
上
院

１
）、ヴ
ィ

オ
ラ
小
澤

沙
緒
里
さ

ん（
院
２
）、

チ
ェ
ロ
川
勝
美
歌
さ
ん
（
大
３
）
が
Ｌ
・

ｖ
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
弦
楽
四
重

奏
曲
　
第
３
番
ニ
長
調
　
作
品
１８
‐
３
」

を
取
り
上
げ
、
作
品
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
や
音
作
り
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
�

　
ル
イ
ス
さ
ん
ら
４
人
は
松
田
さ
ん
ら

の
演
奏
を
聴
い
て
「
何
を
表
現
す
る
�

か
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
が
客
観
的
に

見
え
て
こ
な
い
の
で
、
変
化
の
幅
に
乏

し
い
。
自
分
自
身
は
や
っ
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
周
り
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
、

も
っ
と
大
げ
さ
に
表
現
し
ま
し
ょ
�

う
」
。
�

　
ま
た
、「
楽
譜
ば
か
り
見
て
い
な
い
で
、

奏
者
同
士
も
っ
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り

合
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

発
に
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
指
摘
。

こ
の
後
、
ル
イ
ス
さ
ん
ら
４
人
が
模
範

演
奏
し
ま
し
た
。
�

11月9日　さいかくホール� １０月１２日　ミレニアムホール�
�
１０月１２日　ミレニアムホール�
�

キダ・タロー氏�
�～音楽と生活～�
�

10月13日　Ｆ号館214教室�10月13日　Ｆ号館214教室�

平山　素子氏�
～舞踊作品と音楽～�

10月20日　Ｆ号館112教室�10月20日　Ｆ号館112教室�

リチャード・マクマホン氏�
Richard McＭahon�

～ピアノ～�

10月23日　Ｆ号館434教室�

11月2日　ミレニアムホール� １０月２２日　O号館２０１教室�１０月２２日　O号館２０１教室�

ヴェルターヴォ・クヮルテット�
Vertavo String Quartet

特別講義�
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鋭
い
感
性
、
挑
発
的
な
表
現
、
卓
越

し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
日
本
で
も
人
気
の

高
い
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ケ

マ
ル
・
ゲ

キ
チ
氏
が
、

「
シ
ョ
パ

ン
の
演
奏

法

と

解

�

釈
」
を
テ

ー
マ
に
公

開
レ
ッ
ス

ン
を
行
い

ま
し
た
。
受
講
生
は

田
真
希
さ
ん（
院

２
）
と
三
浦
槙
子
さ
ん
（
院
１
）
。
シ

ョ
パ
ン
の
「
前
奏
曲
集
　
作
品
２８
」
を

演
奏
し
た  

田
さ
ん
に
、
ゲ
キ
チ
氏
は

「
第
一
曲
は
音
が
少
し
し
か
使
わ
れ
て

い
な
い
分
、
一
つ
ひ
と
つ
の
音
に
多
く

の
深
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
実

は
と
て
も
難
し
い
。
１５
秒
間
の
中
で
何

を
い
っ
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
表
さ
な

い
と
。
四
声
部
に
な
っ
て
い
る
が
、
ポ

リ
フ
ォ
ニ
ー
を
芸
術
的
表
現
と
し
て
実

行
す
る
た
め
に
、
複
数
の
声
部
を
ど
う

読
む
か
考
え
て
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
は
男

性
の
声
、
右
手
は
女
性
の
声
と
考
え
て

も
い
い
。
最
後
は
マ
ジ
ョ
ル
カ
島
へ
向

か
う
波
間
で
揺
れ
て
い
る
感
じ
。
手
を

や
わ
ら
か
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
」
な

ど
と
、
楽
曲
の
特
徴
と
と
も
に
、
シ
ョ

パ
ン
が
作
曲
し
た
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
豊

か
に
説
明
し
な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。�

　
ま
ず
、
「E

ar C
leaning

（
耳
の
お

そ
う
じ
）
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
１
分
間

目
を
閉
じ
、
周
り
の
音
を
聞
き
分
け
ま

し
た
。
人

は
様
々
な

音
の
中
に

生
き
て
い

る
の
で「
音

に

敏

感

�

に
」
と
い

う

訳

で

�

す
。�

　
音
は
空

気
の
振
動
で
、
『
集
中
的
聴
取
』
と
何

気
な
く
聞
く
「
拡
散
的
聴
取
」
の
２
通

り
あ
り
、
人
間
の
可
聴
域
は
２０
〜
２
万

Hz
。
心
地
よ
い
領
域
は
３
０
０
０
〜
８

０
０
０
Hz
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽

は
３
０
０
０
〜
５
０
０
０
Hz
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。�

　
音
楽
療
法
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

本
格
的
に
は
第
２
次
世
界
大
戦
の
１
９

４
０
年
代
、
米
国
で
体
の
傷
な
ど
が
回

復
し
て
も
心
の
傷
が
い
え
な
い
人
に
音

楽
を
聴
か
せ
、
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
科
学
的
に
研
究
。
ポ
ド
ル
ス
キ
ー

氏
が
症
状
に
合
わ
せ
た
音
楽
処
方
を
つ

く
り
ま
し
た
。�

　
最
後
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
バ
ル

ト
ル
デ
ィ
の
「
歌
の
翼
」
に
よ
る
幻
想

曲
を
演
奏
。
フ
ル
ー
ト
は
小
倉
千
佳
さ

ん
（
０９
年
短
大
卒
）。�

　
佐
治･

千･

安
東
氏
ら
客
員
教
授
に�

　
特
別
名
誉
教
授
に
モ
ル
テ
ィ
エ
氏�

　
大
阪
音
楽
大
学
は
１０
月
２６
日
付
で
鈴

鹿
短
期
大
学
学
長
（
物
理
学
者
）
の
佐

治
晴
夫
氏
、
茶
道
・
武
者
小
路
千
家
第

１４
代
家
元
の
千
宗
守
氏
、
狂
言
方
能
楽

師
で
羽
衣
国
際
学
園
大
学
名
誉
教
授
の

安
東
伸
元
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
客
員
教
授
に

迎
え
ま
し
た
。
同
日
開
い
た
教
授
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
３
氏
は
本
学
大
学
院
で
開
講
し
て
い

る
「
芸
術
文
化
の
諸
相
」
の
講
師
や
元

講
師
。�

　
ま
た
、
１２
月
１０
日
付
で
フ
ラ
ン
ス
を

代
表
す
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
ミ
ッ

シ
ェ
ル
・
ア
リ
ニ
ョ
ン
氏
が
客
員
教
授

に
就
任
し
ま
し
た
。
本
学
で
８７
年
６
月

に
公
開
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
の
を
最
初
に

０９
年
１１
月
ま
で
計
７
回
特
別
講
義
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１０
年
か
ら

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ッ
ド
王
立
歌
劇
場

支
配
人
に
決
ま
っ
て
い
る
ジ
ュ
ラ
ー
ル
・

モ
ル
テ
ィ
エ
氏
が
１０
月
８
日
付
で
特
別

名
誉
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
。�

　
評
議
員
の
下
倉
氏
に
生
存
者
叙
勲�

　
学
校
法
人
大
阪
音
楽
大
学
評
議
員
の

下
倉
史
郎
氏
が
１１
月
３
日
、
秋
の
生
存

者
叙
勲
で
瑞
宝
小
授
章
（
消
防
功
労
）

を
受
章
し
ま
し
た
。�

　
下
倉
氏
は
８７
年
４
月
か
ら
９６
年
３
月

末
ま
で
豊
中
市
消
防
長
を
務
め
、
０５
年

８
月
か
ら
本
学
評
議
員
。�

��

　
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ア
リ
ニ
ョ
ン
氏

と
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
レ
ン
社
の
専
属
テ
ス

タ
ー
、
ジ

ャ
ン
＝
ル

イ
・
ル
ネ

氏

を

招

�

き
、
本
学

と
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
・
ク

ラ
ン
ポ
ン

社
、
野
中

貿
易
と
の
産
学
連
携
に
、
日
本
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
会
の
協
賛
を
得
て
、
特
別
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
第
一
部
は
公
開
レ
ッ
ス
ン
。
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
の
「
第
１
狂
詩
曲
」
を
演
奏
し

た
小
橋
綾
実
さ
ん
（
大
４
）
に
、
ア
リ

ニ
ョ
ン
氏
は
「avec 

charm
e

は
チ
ャ

ー
ミ
ン
グ
に
。
ス
ケ
ル
ツ
ァ
ン
ド
の
テ

ン
ポ
設
定
が
少
し
速
す
ぎ
。
書
か
れ
た

す
べ
て
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
表
情
を
聴
か
せ
る
テ
ン
ポ
で
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
。
第
二
部
は
ミ
ニ
・
コ

ン
サ
ー
ト
。
ア
リ
ニ
ョ
ン
氏
が
油
井
美

加
子
教
授
の
ピ
ア
ノ
で
ヴ
ィ
ド
ー
ル
の

「
序
奏
と
ロ
ン
ド
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
第
三
部
は
ル
ネ
氏
が
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

と
リ
ー
ド
に
関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

い
、
材
質
、
機
能
、
音
色
の
特
徴
や
楽

曲
に
適
し
た
選
び
方
に
つ
い
て
、
実
演

を
ま
じ
え
説
明
し
ま
し
た
。�

ク
ラ
リ
�

ネ
ッ
ト
�

公開講座フェスタ２００９�

音楽・癒し�
梅田裕子講師�

11月9日　さいかくホール� １０月１２日　ミレニアムホール�
�

10月13日　Ｆ号館214教室�

10月20日　Ｆ号館112教室�

10月23日　Ｆ号館434教室�10月23日　Ｆ号館434教室�

ケマル・ゲキチ氏�
Kemal Gekić�

～ショパンの演奏法と解釈～�

11月9日　さいかくホール�

11月2日　ミレニアムホール�11月2日　ミレニアムホール�

ミッシェル・アリニョン氏�
Michel Arrignon

ジャン＝ルイ・ルネ氏�
Jean＝Louis René

１０月２２日　O号館２０１教室�

特別講義�
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○左
は
贈
ら
れ
た
賞
状�

○下
は
熱
唱
す
る
西
垣

俊
朗
講
師
ら�

 

声
楽
家
で
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
テ
ク

ニ
ー
ク
教
師
の
小
野
ひ
と
み
氏
（
８２
年

大
卒
・
声
楽
）
が
１０
月
２７
日
、
Ｃ
４
０

１
教
室
で
オ
ペ
ラ
特
別
研
究
Ⅱ
の
受
講

生
を
対
象
に
特
別
授
業
を
し
ま
し
た
。

同
テ
ク
ニ
ー
ク
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

演
劇
人
、
Ｆ
・
Ｍ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

が
開
発
し
た
一
種
の
心
身
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
法
。
授
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

　「
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
の
に
『
思

い
通
り
』
い
か
な
い
と

い
う
人
が
い
ま
す
。
赤

ん
坊
や
幼
児
は
思
い
通

り
動
い
て
い
る
の
に
、

大
人
に
な
る
と
な
ぜ
出

来
な
い
の
？
　
ヘ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
（H

ead 

lead
s

）、
頭
が
動
く
と
脊
椎
が
動
い
て

身
体
が
動
く
の
が
脊
椎
動
物
で
す
。
な

に
な
に
す
る
ぞ
、
と
い
う
『
①
自
覚
あ

る
意
志
決
定
』
と
、
習
慣
に
使
わ
れ
る

『
②
自
覚
の
な
い
意
志
決
定
』
が
あ
り

ま
す
。
①
は
『
思
い
通
り
』
、
②
は
習

慣
と
い
う
意
識
で
判
断
力
を
失
い
ま
す
」

と
言
い
、
そ
こ
で
、
「
思
い
通
り
に
動

く
た
め
に
」
と
同
テ
ク
ニ
ー
ク
で
は
効

果
的
な
解
決
策
を
示
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
小
野
氏
監
訳
の
「
音
楽
家
の

た
め
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
テ
ク
ニ
ー

ク
入
門
」
が
春
秋
社
か
ら
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
Ａ
５
判
、
４
２
５
　
で
２
８
０

０
円
＋
税
。
著
者
は
チ
ェ
リ
ス
ト
の
Ｐ
・

ｄｅ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
氏
、
翻
訳
は
弘
前

大
学
教
授
の
今
田
匡
彦
氏
。
小
野
さ
ん

が
用
語
な
ど
全
体
を
見
直
し
ま
し
た
。�

　
す
べ
て
の
人
と
幼
児
教
育
を
め
ざ
す

人
の
た
め
に
、
と
衣
川
久
美
子
さ
ん�

（
７９
年
大
卒
・
声
楽
）
、
古
庵
晶
子
さ

ん
（
９０
年
大
専
修
・
ピ
ア
ノ
）
ら
４
人

が
編
著
の
「
な
る
ほ
ど
！
　
バ
イ
エ
ル

①
ど
こ
か
ら
は
じ
め
て
も
Ｏ
Ｋ
」
と
「
同

②
♯
・
♭
だ
っ
て
Ｏ
Ｋ
」
が
株
式
会
社

サ
ー
ベ
ル
社
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

定
価
は
２
冊
と
も
１
４
０
０
円
＋
税
。�

　
衣
川
さ
ん
ら
４
人
は
甲
南
女
子
大
学

人
間
科
学
部
子
ど
も
学
科
な
ど
の
講
師
。

出
版
の
動
機
は
保
育
士
・
幼
稚
園
、
小

学
校
教
諭
養
成
校
の
学
生
ら
が
在
学
中
、

授
業
時
間
内
で
就
職
試
験
の
要
求
レ
ベ

ル
に
達
す
る
こ
と
が
か
な
り
困
難
と
の

現
状
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。�

　「
最
低
限
必
要
な
楽
譜
の
知
識
、
読

譜
法
、
練
習
の
こ
つ
や
ヒ
ン
ト
を
や
さ

し
く
ま
と
め
、
基
礎
的
な
技
術
だ
け
で

な
く
音
楽
の
総
合
的
な
力
が
つ
く
テ
キ

ス
ト
づ
く
り
を
し
た
。
ま
た
、
バ
イ
エ

ル
１
０
６
曲
を
解
析
し
、
短
期
間
で
能

率
よ
く
学
べ
る
よ
う
厳
選
し
た
計
４５
曲

を
弾
き
や
す
い
順
に
並
べ
替
え
、
さ
ら

に
、
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
の
自
習
力
を
つ

け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
満
載
し
て
い
る
の
が

特
徴
」
と
し
て
い
ま
す
。�

　
０９
年
度
大
阪
音
楽
大
学
奨
学
制
度
に

よ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
給
付
奨
学
金
の

給
付
決
定
通
知
書
授
与
が
１０
月
２２
日
、

Ａ
号
館
２
階
会
議
室
で
あ
り
、
中
村
孝

義
学
長
が
大
学
生
、
短
大
生
各
４
人
に

通
知
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
制
度
は
１
年
生
が
対
象
で
、
選

ば
れ
た
大
学
生
に
４５
万

円
、
短
大
生
に
４０
万
円

が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ

ま
す
。
適
用
者
は
次
の

皆
さ
ん
。�

　
【
大
学
生
】
伏
見
千

紗
都
（
ピ
ア
ノ
）
▽
山

下
美
緒
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）
▽
柳
原
将
也
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）

▽
籔
川
佳
子
（
ホ
ル
ン
）�

　
【
短
大
生
】
奈
良
環
（
管
楽
器
コ
ー

ス
　
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
▽
康
基
勳
（
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
・
コ
ー
ス
　
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）

▽
今
井
麻
友
美
、
大
谷
美
緒
（
以
上
電

子
オ
ル
ガ
ン
・
コ
ー
ス
）�

本
学
が
防
犯
功
労
者
に�

　
大
阪
音
楽
大
学
は
１０
月
１４
日
、
ザ
・

カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
催
さ
れ

た
全
国
地
域
安
全
運
動 

平
成
２１
年
豊

中
南
市
民
大
会
で
、
防
犯
功
労
者
と
し

て
大
阪
府
警

察
本
部
長
・

大
阪
府
防
犯

協
会
連
合
会

長
連
名
表
彰

を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、

サ
ウ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
代
表
し
て
山

根
佑
果
さ
ん
（
大
４
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

が
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

が
願
い
」
と
の
大
会
宣
言
を
し
ま
し
た
。�

　
大
会
第
２
部
で
は
、
本
学
の
西
垣
俊

朗
講
師
（
テ
ノ
ー
ル
）、
影
山
貴
美
子
さ

ん
（
０４
年
大
卒
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
が
、
演

奏
員
の
林
朋
美
さ
ん
（
０１
年
院
修
・
ピ

ア
ノ
）
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
「
荒
城
の
月
」

な
ど
「
歌
い
継
ぎ
た
い
心
の
歌
、
日
本

の
歌
、
世
界
の
歌
」
を
披
露
し
ま
し
た
。�

小野ひとみ氏�
アクレサンダー・テクニーク�

特別授業と本出版�

幼児教育者用�
バイエル出版�
衣川さんら編著�

大
学
・
短
大
各
４
人
に�

給
付
奨
学
金
通
知
書�

ペ
ー�

ジ�
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兵
庫
県
川
西
市
ゆ
か
り
の
坂
田
金
時
を
主
人
公
に
し
た
市
民
創
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
川
西
の
金
太
郎
」（
全
３
幕
・
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
）
の
公
演
が
１０

月
１７
、
１８
日
、
川
西
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
監
督
を

務
め
た
の
は
声
楽
家
・
尾
市
雅
子
さ
ん
（
７７
年
大
卒
・
ソ
プ
ラ
ノ
）。
台
本

や
作
詞
も
手
掛
け
、
金
太
郎
の
母
・
山
姥
の
大
事
な
役
で
舞
台
に
も
登
場
し

ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
尾
市
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
挑
戦
で
し
た

が
、
完
成
度
は
高
く
、
２
日
間
と
も
立
見
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。�

　
恐
ろ
し
い
鬼
に
母
親
を
連
れ
去
ら
れ

た
金
太
郎
が
、
恋
人
を
さ
ら
わ
れ
た
源

頼
光
ら
と
と
も
に
大
江
山
に
向
か
い
、

悪
戦
苦
闘
の
末
、
無
事
救

出
す
る
、
と
い
う
筋
書
き
。

ベ
ー
ス
は
昔
話
で
知
ら
れ

る
金
太
郎
の
鬼
退
治
で
す

が
、
尾
市
さ
ん
た
ち
は
清

和
源
氏
の
祖
と
さ
れ
る
源

満
仲
ら
地
元
ゆ
か
り
の
人

物
や
地
名
、
特
産
物
を
随

所
に
登
場
さ
せ
、
市
民
に

よ
り
身
近
な
物
語
に
仕
上
げ
ま
し
た
。�

　
第
一
幕
は
金
太
郎
誕
生
の
シ
ー
ン
。

小
鳥
や
サ
ル
、
森
の
妖
精
た
ち
が
歌
い
、

飛
び
跳
ね
、
彼
の
誕
生
を
祝
福
し
ま
す
。

客
席
か
ら
は
思
わ
ず
「
か
わ
い
い
」。�

　
一
番
の
見
せ
場
は
第
三
幕
、
金
太
郎

が
鬼
と
対
決
し
山
姥
た
ち
を
救
出
す
る

場
面
。
鬼
の
子
ど
も
が
父
親
に｢

ど
う

し
て
僕
た
ち
に
は
友
達
が
で
き
な
い
の｣

と
問
い
掛
け
ま
す
。
金
太
郎
が
諭
し
ま

す
。「
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
ん
だ
。

そ
う
す
れ
ば
自
然
に
人
が
集
ま
り
、
友

達
が
で
き
る
ん
だ
よ
」
と
。�

　「
み
ん
な
の
や
さ
し
さ
と
勇
気
が
、

鬼
た
ち
を
救
っ
た
ん
だ
。
わ
が
ふ
る
さ

と
、
川
西
へ
帰
ろ
う
」。
客
席
に
は
目

頭
を
押
さ
え
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
姿
も
。�

出
演
者
全
員
で
「
金
太
郎
の
歌
」
を
合

唱
し
、
や
が
て
幕
が
下
り
ま
す
。�

　「
台
本
も
音
楽
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

そ
れ
に
真
剣
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち

の
姿
。
感
動
を
頂
き
ま
し
た
」。
舞
台

が
終
わ
っ
た
後
も
な
か
な
か
帰
ろ
う
と

し
な
い
お
客
さ
ん
た
ち
。
い
つ
ま
で
も

「
ほ
っ
こ
り
」
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
０８
年
度
か
ら
「
金
太
郎
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
む
川
西
市
に
、
子
ど
も

の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
提
案
し
た

の
が
こ
と
の
始
ま
り
。
出
演
者
は
２
歳

か
ら
８９
歳
ま
で
の
１
１
０
人
。
こ
の
う

ち
金
太
郎
や
鬼
の
子
ど
も
、
森
の
動
物
、

合
唱
団
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
１
０
０
人
は

市
民
か
ら
公
募
し
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
合
格
し
た
人
た
ち
。
６
月
か
ら
稽
古

に
入
り
、
プ
ロ
の
声
楽
家
や
振
り
付
け

師
た
ち
に
よ
る
厳
し
い
指
導
は
本
番
前

日
ま
で
続
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
メ
ー
ン
・
キ
ャ
ス
ト
の
う
ち

７
人
は
本
学
卒
業
生
や
在
学
生
た
ち
。

尾
市
さ
ん
の
山
姥
を
は
じ
め
満
仲
の
妻

は
ソ
プ
ラ
ノ
の
長
井
留
理
子
さ
ん
（
８６

年
院
修
・
歌
曲
）、
頼
光
は
テ
ノ
ー
ル

の
田
中
裕
介
さ
ん
（
９７
年
大
卒
・
声
楽
）、

鬼
は
バ
リ
ト
ン
の
油
井
宏
隆
さ
ん
（
９２

年
院
修
・
オ
ペ
ラ
）
と
東
平
聞
さ
ん�

（
０２
年
大
専
・
声
楽
）
が
演
じ
、
舞
台

を
支
え
ま
し
た
。
「
皆
さ
ん
お
忙
し
い

方
ば
か
り
な
の
に
、
二
つ
返
事
で
引
き

受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
音
の
絆

の
強
さ
を
こ
の
と
き
ほ
ど
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
尾
市
さ
ん
。�

　
音
楽
も
観
客
の
心
を
ひ
き
つ
け
ま
し

た
。
劇
中
で
歌
わ
れ
た
歌
は
３０
曲
。
桃

や
イ
チ
ジ
ク
な
ど
地
元
の
特
産
物
を
織

り
込
ん
だ
コ
ミ
カ
ル
な
「
三
人
娘
の�

歌
」
、
川
西
の
歴
史
と
自
然
を
称
え
た

「
川
西
讃
歌
」
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て

の
曲
は
本
学
講
師
の
熊
谷
美
紀
さ
ん
が

作
曲
し
、
井
村
誠
貴
さ
ん
（
９４
年
大
卒�

・
管
弦
打
）
が
指
揮
を
と
り
ま
し
た
。�

　
関
西
歌
劇
団
や
川
西
市
の
「
み
つ
な

か
オ
ペ
ラ
」
で
活
躍
す
る
尾
市
さ
ん
。

「
出
演
者
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
４
世
代
。
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
る

の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の

思
い
が
一
つ
に
な
り
、
す
ば
ら
し
い
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
」
。�

人
間
・
郷
土
愛
み
ご
と
演
出�

舞
台
支
え
た
本
学
卒
業
生
ら�

声楽家　尾市雅子さん�

ミュージカル初挑戦�

「川西の金太郎」�

尾市雅子さんと、�
尾市さん演じる山姥�
�



16

vol.209

　
こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
、
特

に
受
験
生
は

体
調
に
も
留

意
し
て
お
過

ご
し
の
こ
と

で
し
ょ
う
。

試
験
当
日
に

自
身
の
持
て�

る
最
高
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
出
願
に
関
し
て
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

書
類
の
記
入
漏
れ
、
そ
の
他
不
備
が
あ

る
場
合
は
願
書
を
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

余
裕
を
持
っ
て
出
願
書
類
の
用
意
、
願

書
の
記
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

��

試

験

日
　
２
月
９
日
（
火
）
〜
２
月

１２
日
（
金
）�

出
願
期
間
　
１
月
１８
日
（
月
）
〜
１
月

２１
日
（
木
）
郵
送
必
着�

　
　
　
　
　
１
月
２２
日
（
金
）
９
時
〜

１５
時
　
窓
口
持
参
の
み�

　
同
窓
会
《
幸
楽
会
》
会
長
の
矢
野
蓉

子
・
名
誉
教
授
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
阪

本
朋
子
講
師
、
そ

れ
に
矢
野
名
誉
教

授
の
教
え
子
４
人

の
計
６
人
が
１０
月

１７
日
、
台
湾
・
台

北
の
東
門
教
会
で

開
か
れ
た
コ
ン
サ

ー
ト
で
、
日
本
歌

曲
や
イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
歌
曲
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
戦
前
か
ら
日
本
と
の

関
係
が
深
か
っ
た
人
た
ち
で
つ
く
る
社

団
法
人 

台
北
市
松
年
福
祉
会
「
玉
蘭

荘
」
の
創
立
２０
周
年
を
記
念
し
て
催
さ

れ
ま
し
た
。
矢
野
名
誉
教
授
は
約
１５
年

前
か
ら
時
々
参
加
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
教
え
子
の
吉
永
裕
恵
さ
ん�

（
９６
年
大
専
修
・
声
楽
）、
大
谷
志
穂

さ
ん
（
９８
年
院
修
・
歌
曲
）、
大
藤
友

里
さ
ん
（
００
年
大
卒
・
声
楽
）
藤
井
理

紗
さ
ん
（
０３
年
院
修
・
オ
ペ
ラ
）
も
出

演
し
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
の
曲
を

歌
い
ま
し
た
。�

畠山歩美さんの�

ハノイ奮闘記�

《
は
た
け
山
先
生
へ
》�

　
日
本
に
帰
る
の
は
う
れ
し
い
よ
う
だ

け
ど
、
な
ん
だ
か
ハ
ノ
イ
を
は
な
れ
る

の
は
さ
び
し
い
で
す
。
音

楽
の
じ
ゅ
業
は
、
先
生
が

い
ろ
ん
な
歌
を
歌
っ
て
く

れ
た
り
、
リ
コ
ー
ダ
ー
を

ふ
い
た
り
、
楽
器
を
作
っ

た
り
し
て
、
大
好
き
だ
っ

た
よ
。
わ
た
し
は
、
は
た

け
山
先
生
の
オ
ペ
ラ
の
よ

う
な
歌
声
を
ま
ね
し
よ
う

と
思
っ
て
も
で
き
な
か
っ

た
け
ど
、
先
生
の
き
れ
い
な
歌
声
が
好

き
で
す
。
ず
っ
と
歌
い
続
け
て
ね
。�

　
１０
月
に
転
出
し
た
生
徒
が
最
後
の
登

校
日
に
私
に
く
れ
た
手
紙
で
す
。�

　
新
任
の
私
に
と
っ
て
、授
業
と
い
う
の

は
毎
回
が
真
剣
勝
負
。
生
徒
指
導
に
悩

ん
だ
り
、
研
究
授
業
で
大
失
敗
を
し
て

落
ち
込
む
私
。
そ
ん
な
私
を
子
ど
も
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
、ず
っ
と
思
い
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
子
ど
も
か
ら
の
手
紙
。「
ま

だ
ま
だ
授
業
は
へ
た
く
そ
で
す
が
、
先

生
は
今
の
ま
ま
の
先
生
で
い
い
ん
だ
よ
」

と
逆
に
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。�

　
転
出
し
た
生
徒
に
と
っ
て
、
私
は
い

つ
ま
で
も
ハ
ノ
イ
日
本
人
学
校
の
「
音

楽
の
先
生
」
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か

ら
も
音
楽
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
、
私
な
り
の
教
師
像
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

生
徒
か
ら
の
手
紙�

音楽・心の旅２３�

①１０月２９日　藤井敬吾講師�

②１１月５日　中村真美講師�

③１１月１２日　木村知之講師�

④１１月１９日　時宗　務さん�

音楽の宝石箱�

①１０月１６日　呉　信一講師�

②１０月３０日　松田淳一講師�

③１１月１３日　北見真智子講師�

④１１月２０日　晴　雅彦さん�

⑤１１月２７日　森　宏 教授�

一
般
入
試
Ａ
日
程
２
月
９
日
か
ら�

１０
年
度
一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程�

作曲学科�

　作曲専攻�

　音楽学専攻�

声楽学科�

器楽学科�

　ピアノ専攻�

　オルガン専攻�

　管楽器専攻�

　弦楽器専攻�

　打楽器専攻�

　邦楽専攻�

合　　　計�

公募推薦�大阪音楽大学�
音楽学部�

特別推薦�

志願者数� 合格者数� 志願者数� 合格者数�

３�

３�

０�

１４�

７４�

２９�

０�

３９�

２�

２�

２�

９１�

２�

２�

―�

１２�

６４�

２６�

―�

３３�

２�

１�

２�

７８�

０�

０�

０�

８�

４６�

２８�

０�

１１�

４�

３�

０�

５４�

―�

―�

―�

８�

４６�

２８�

―�

１１�

４�

３�

―�

５４�

作曲コース�

声楽コース�

ピアノ・コース�

管楽器コース�

弦楽器コース�

打楽器コース�

邦楽コース�

ジャズ・コース�

ポピュラー・コース�

ミュージカル・コース�

電子オルガン・コース�

合　　　計�

公募推薦� 特別推薦�

志願者数�

大阪音楽大学短期大学部�

音楽科� 合格者数� 志願者数� 合格者数�

１�

１７�

３４�

２８�

３�

３�

１�

４�

３２�

３�

６�

１３２�

１�

１７�

３３�

２７�

３�

３�

１�

４�

２７�

３�

５�

１２４�

１�

４�

２９�

２６�

１�

４�

０�

１�

７�

１�

８�

８２�

１�

４�

２９�

２６�

１�

４�

―�

１�

６�

１�

８�

８１�

■２０１０年度推薦入学試験結果�

矢
野
・
幸
楽
会
会
長
と�

教
え
子
が
台
湾
で
演
奏�
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「
ギ
タ
ー
は
ピ
ア
ノ
よ
り
も
古
く
古

代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
こ
ろ
に
は
す
で
に

存
在
し
て
い
ま
し
た
」。
歴
史
を
ひ
も

解
く
藤
井
講
師
。
木
村
モ
モ
さ
ん
（
０８

年
短
専
修
）
と｢

薔
薇
の
中
の
薔
薇｣｢

パ

イ
プ
ラ
イ
ン｣

な
ど
中
世
か
ら
近
・
現

代
ま
で
の
１３
曲
を
演
奏
。
ギ
タ
ー
の
魅

力
を
心
ゆ
く
ま
で
披
露
し
ま
し
た
。�

　
百
年
以
上
前
に
日
本
語
で
初
演
さ
れ

た
オ
ペ
ラ
の
数
々
。
森
鴎
外
訳
詞
の
グ

ル
ッ
ク
作
曲
「
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
」
よ
り

『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
ア
リ
ア
』
な
ど
を

時
宗
さ
ん
（
０３
年
院
修
・
バ
リ
ト
ン
）
と

金
川
佳
永
さ
ん
（
９８
年
大
卒
・
ソ
プ
ラ
ノ
）

が
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
語
で
歌
い
継
が

れ
る
よ
う
、
伊
原
敏
行
さ
ん
（
９６
年
大

専
修
）
の
ピ
ア
ノ
で
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
１８
世
紀
に
生
ま
れ
た
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
は
、
豊
か
な
音
量
と
広
い
低
音
域
、

チ
ェ
ロ
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
な
響
き
が

魅
力
で
す
。
中
村
講
師
は
バ
ス
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
に
特
殊
管
も
交
え
、
本
川
ひ
と

み
さ
ん
、
石
本
奈
緒
さ
ん
、
萩
原
亜
弓

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
小
堀
英
郎
さ
ん
と
、

ボ
ザ
ら
の
作
品
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
亭
主
関
白
、
ギ

タ
リ
ス
ト
に
は
陰
が
あ
り
、
ド
ラ
ム
は

す
ぐ
切
れ
る
人
が
多
い
」。
笑
い
を
誘

う
性
格
分
析
。
後
半
は
ベ
ー
ス
木
村
講

師
、
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
古
山
晶
子
さ
ん

（
０９
年
短
卒
）、ギ
タ
ー
薮
下
学
さ
ん（
０６

年
短
卒
）
の
３
人
で｢

枯
葉｣

「
オ
ー
バ

ー
・
ザ
・
レ
ン
ボ
ー
」
な
ど
を
演
奏
。�

　
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

で
首
席
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
を
つ
と
め

た
呉
信
一
講
師
。
楽
器
を
紹
介
し
な
が

ら
、
〝
癒
し
系
の
音
楽
‐
２
楽
章
〞
を

集
め
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
長
門
由
華
講

師
、
ピ
ア
ノ
の
宮
川
真
由
美
さ
ん
と
共

演
。
大
ら
か
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
音
色
、

ス
ラ
イ
ド
の
妙
技
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
松
田
講
師
、
ピ
ア
ノ

松
田
淳
子
さ
ん
（
８２
大
卒
）、
チ
ェ
ロ

後
藤
敏
子
さ
ん
（
８４
年
院
修
）、
フ
ル

ー
ト
吉
田
真
里
子
さ
ん
の
４
人
が
出
演
。

第
１
部
は
「
音
楽
で
巡
る
日
本
の
旅
」
。

第
２
部
は
音
楽
物
語
「
百
万
回
生
き
た

ね
こ
」（
佐
野
洋
子
原
作
）を
朗
読
、
「
黄

昏
の
ワ
ル
ツ
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
能
と
は
―
古
典
的
題
材
を
取
り
上
げ
、

幽
玄
美
を
第
一
と
す
る
歌
舞
劇
。
南
北

朝
〜
室
町
時
代
初
期
に
か
け
て
発
達
、

江
戸
時
代
中
期
に
様
式
の
完
成
を
み
る
、

な
ど
と
説
明
。
能
楽
師 

笛
方
森
田
流

森
田
保
美
さ
ん
と
同 

小
鼓
方
大
倉
流

清
水
晧
祐
さ
ん
が
「
置
鼓
」
や
「
獅
子
」

（
能
『
石
橋
』
よ
り
）を
演
奏
し
ま
し
た
。�

　
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
晴
雅
彦
さ
ん
が
『
魔

笛
』
の
「
お
い
ら
は
鳥
刺
し
」
を
歌
い

な
が
ら
客
席
か
ら
登
場
。
陽
気
な
歌
と

演
技
、
巧
み
な
話
術
に
、
受
講
者
は
た

ち
ま
ち
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
虜

に
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
田
邉
織
恵
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
の
矢
崎
真
理
さ
ん
と
の
共
演
で
オ

ペ
ラ
の
名
場
面
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
ピ
ア
ノ
・
森
宏
教
授
、
ベ
ー
ス
・
神

田
芳
郎
さ
ん
、
ド
ラ
ム
ス
・
東
敏
之
講

師
が
「L

ove for sale

」

「A
u
tu
m
n
 
L
eav
es

」

な
ど
を
演
奏
。
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
曲
や
ボ
サ
ノ
バ
な
ど

を
通
し
て
、
自
由
な
発
想

で
ア
ド
リ
ブ
す
る
ジ
ャ
ズ

の
魅
力
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。
ラ
イ
ヴ
さ
な
が

ら
。
会
場
は
の
り
の
り
。
�

映
像
と

音
楽
と

朗
読
と�

オ
ペ
ラ
の
訳
詞
に�

　
　
込
め
ら
れ
た
想
い�

３
０
０
年
の
ギ
タ
ー
音
楽�
①�

④�

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の�

　
楽
し
い
オ
ペ
ラ
の
世
界�

④�

古
典
か
ら
現
代
へ�

②�

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の�

楽
器
別
人
間
模
様
を
考
え
る�

③�

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
っ
て�

　
　
　
ど
ん
な
楽
器
!?
�

①�

②�

能
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て�

③�

ジ
ャ
ズ
・
ア
ド
リ
ブ
演
奏
法�

⑤�

音楽・心の旅２３�音楽・心の旅２３�
豊中市立中央公民館�

①１０月２９日　藤井敬吾講師藤井敬吾講師�①１０月２９日　藤井敬吾講師�

②１１月５日　中村真美講師中村真美講師�②１１月５日　中村真美講師�

③１１月１２日　木村知之講師木村知之講師�③１１月１２日　木村知之講師�

④１１月１９日　時宗　務時宗　務さん�④１１月１９日　時宗　務さん�

音楽の宝石箱�音楽の宝石箱�
高槻市立生涯学習センター�

①１０月１６日　呉　信一講師呉　信一講師�①１０月１６日　呉　信一講師�

②１０月３０日　松田淳一講師松田淳一講師�②１０月３０日　松田淳一講師�

③１１月１３日　北見真智子講師北見真智子講師�③１１月１３日　北見真智子講師�

④１１月２０日　晴　雅彦晴　雅彦さん�④１１月２０日　晴　雅彦さん�

⑤１１月２７日　森　宏森　宏 教授教授�⑤１１月２７日　森　宏 教授�
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声
楽
家
の
永
井
和
子
名
誉
教
授
が
平

成
２１
年
度
「
神
戸
市
文
化
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
学
術
・
芸
術
の

分
野
で
特
に
神
戸
市
の
文
化
発
展
に
貢

献
し
た
個
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、

贈
呈
式
は
９
月
２９
日
に
神
戸
市
中
央
区

の
相
楽
園
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　�

 

ソ
プ
ラ
ノ
の
永
井
名
誉
教
授
は
長
年
、

関
西
歌
劇
団
に
在
籍
、
オ
ペ
ラ
の
プ
リ

マ
ド
ン
ナ
と
し
て
主
役
を
４０
回
以
上
演

じ
、
リ
サ
イ
タ
ル
も
内
外
で
数
多
く
開

催
す
る
な
ど
オ
ペ
ラ
の
普
及
、
発
展
に

大
き
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。�

 

６０
年
か
ら
４４
年
間
は
本
学
の
教
壇
に

立
ち
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
そ
そ
い

で
き
た
ほ
か
、
発
声
学
の
研
究
者
と
し

て
講
演
、
講
座
も
精
力
的
に
こ
な
し
て

き
ま
し
た
。�

  

こ
れ
ま
で
に
神
戸
音
楽
家
協
会
代
表

幹
事
な
ど
を
務
め
、
現
在
は
関
西
歌
劇

団
名
誉
団
員
・
監
事
、
神
戸
日
独
協
会

最
高
顧
問
。
地
域
に
根
付
い
た
幅
広
い

活
動
が
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。�

　
永
井
名
誉
教
授
の
話
　
本
学
卒
業
後

約
５０
年
間
、
阪
神
間
を
中
心
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
い
ろ
い

ろ
な
文
化
団
体
に
属
し
、
多
く
の
知
識

人
と
接
す
る
中
、
私
自
身
が
育
っ
た
こ

と
、
そ
れ
ら
の
団
体
で
た
く
さ
ん
の
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今

回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。�

■第１２回長江杯国際音楽コンクール 声楽
部門一般の部Ａ ３位 佐川康子（９９年院修・
ソプラノ）＝８月１５日、ピッコロシアター。中国音
楽理事会主催�
■京都ピアノコンクール２００９ �
Ｅ部門大学生・一般の部 金賞 
三浦槙子（院１・ピアノ）＝８月２３�
日、京都府立府民ホール・アル
ティ。京都ピアノコンクール実
行委員会主催�
■第１１回日本演奏家コンク
ール ピアノ部門一般Ａの部 ３
位 木村彩乃（０７年大卒・ピアノ）
＝８月２６日、横浜みなとみらい
ホール。日本演奏家協会主催�
■第２２回和歌山音楽コンク
ール ピアノ部門大学生以上
の部 ２位（１位該当なし） 齊
藤まり子（０４年大専修・ピアノ）
＝８月２７日、和歌山市民ホール。
和歌山音楽コンクール実行委
員会主催�
■第１７回日本歌曲コンクー
ル 声楽部門 １位、四家文子
賞 福嶋勲（９９年大卒・バリトン）
＝９月２２日、東京文化会館。日
本歌曲振興会主催�
■第１５回みえ音楽コンクール 
ピアノ部門デュオＢコースの
部 １位 奥出容子（０３年短専修・
ピアノ）、桃谷江美（０４年大卒・
ピアノ）＝９月２７日、三重県文化
会館。みえ音楽コンクール運
営委員会主催�
■ＲＭＳオルガン・ミュージックフェスティバル 
一般部門 最優秀賞 　　大輔（０８年短専修・
電子オルガン）＝１０月２４日、メルパルクホール。
Ｒｏｌａｎｄ主催�

神
戸
市
文
化
賞
を
受
賞�

桝
貴
志
さ
ん
「
音
コ
ン
」
入
選�

オペラ普及に貢献�

永井和子名誉教授�

　
第
７８
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
毎

日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
）
の
声
楽
部

門
本
選
会
が
１０
月
２３
日
、

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で

行
わ
れ
、
バ
リ
ト
ン
の

桝
貴
志
さ
ん
（
０２
年
大

卒
・
声
楽
）
が
入
選
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
１
６
０
人
の
応
募
が
あ
り
、

２
度
の
予
選
を
通
過
し
た
７
人
が
得
意

の
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
を
競
演
。
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」
か
ら

「
私
は
は
か
り
知
れ
な
い
ほ
ど
愛
し
て

い
る
」、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「
セ
ヴ
ィ
リ
ア

の
理
髪
師
」
か
ら
「
私
は
町
の
何
で
も

屋
」
を
歌
っ
た
桝
さ
ん
は
「
美
声
で
発

声
も
良
く
、
磨
け
ば
磨
く
ほ
ど
良
く
な

り
そ
う
な
逸
材
」
と
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。�

　
桝
さ
ん
は
新
国
立
劇
場
研
修
生
の
第

５
期
生
。
８
月
に
行
わ
れ
た
第
１３
回
松

方
ホ
ー
ル
音
楽
賞
（
神
戸
新
聞
社
な
ど

主
催
）
で
特
賞
と
音
楽
賞
を
受
賞
、
第

１８
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
新
人
コ
ン
サ
ー
ト
（
Ａ
Ｂ

Ｃ
音
楽
振
興
会
主
催
）
で
は
代
表
に
選

ば
れ
、
２
０
１
０
年
２
月
１１
日
に
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
大
阪
フ
ィ
ル
と
共
演
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
桝
貴
志
さ
ん
の
話 

来
年
は
関
西
人

に
と
っ
て
夢
の
舞
台
で
も
あ
る
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
歌
わ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

心
に
響
く
演
奏
が
出
来
た
ら
幸
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
海
外
に
も
目

を
向
け
、
い
ろ
ん
な
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

敬称略�コンクール�

佐
川
康
子�

三
浦
槙
子�

木
村
彩
乃�

齊
藤
ま
り
子�
福
嶋
勲
�

奥
出
容
子
�

桃
谷
江
美�

　
　
大
輔
�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

第43回 幸楽会コンサート�
～ニューイヤーコンサート～�

１月１１日（月・祝）１４時　�
入場料　２０００円　ザ・カレッジ・オペラハウス�

〈申し込み・問い合わせ〉�
　大阪音楽大学同窓会《幸楽会》事務局�
　1０６-６３３４-２８３２　FAX０６-６３３６-９８３４　�
�

総
会
４
月
２５
日
に
開
催�

堂
田
支
部
長
が
エ
ッ
セ
ー
集
出
版�

����

　
幸
楽
会
２
０
１
０
年
度
総
会
を
４
月

２５
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
会
場
は

大
阪
音
楽
大
学
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
。

今
年
も
在
学
生
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

お
楽
し
み
い
た
だ
く
企
画
を
、
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
進
化
す
る
母
校
の

〝
今
〞
の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

��

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
教
育
者
、
音
楽
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ

し
た
音
楽
活
動
を
展
開
す
る
堂
田
展
江

福
井
県
支
部
長
が
、
エ
ッ
セ
ー
集
「
ピ

ア
ノ
大
好
き
！
〜
愛
を
あ
り
が
と
う
〜
」

を
出
版
し
ま
し
た
。
福
井
新
聞
嶺
南
版

の
「
Ｂ
Ｙ
わ
か
さ
」

に
寄
稿
し
た
エ
ッ

セ
ー
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
Ａ
５
判
、

１
１
３
ペ
ー
ジ
。

無
料
。
お
申
し
込
み
は
敦
賀
市
中
央
町

一
丁
目
、
福
井
新
聞
敦
賀
支
社
へ
。�

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
２
月
に
公
演�

　
本
学
２０
世
紀
オ
ペ
ラ
公
演
で
完
成
度

の
高
い
合
唱
を
聴
か
せ
た
ザ
・
カ
レ
ッ

ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
が
、
２
月

５
日
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
、

再
度
「
火
刑
台
上
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
」
を
歌
い
ま
す
。
沼
尻
竜
典
指
揮
、

大
阪
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
の
共

演
で
、
今
回
は
演
奏
会
形
式
で
す
。�

◆
第
３８
回
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
に
指
揮
者
の
西
本
智
実
さ
ん
（
９４
年
大
卒
・
作

曲
）
　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
で
選
ば
れ
、
１１
月
２６
日
に
都
内
で
授
賞
式
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
主
催
。�

東

儀

幸

名

誉

教

授

が

死

去�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
東
儀
幸
名
誉
教
授

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
が
１０
月
１２
日
、
眼

瞼
が
ん
で
死
去
さ
れ

ま
し
た
。
葬
儀
は
１５

日
、
大
阪
府
吹
田
市

内
で
営
ま
れ
ま
し�

た
。７９
歳
。�

　
東
儀
名
誉
教
授
は
７１
年
に
助
教
授
、

７７
年
に
教
授
に
な
り
、
多
く
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
奏
者
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

９８
年
３
月
に
定
年
退
職
し
、
同
４
月
に

名
誉
教
授
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

第一部　　邦楽�
春の海／さくら変奏曲／千の風になって�

箏　　岡リサ　菊信木洋子　仙崎莉絵�
尺八　星田一山　�

第二部　ピアノ四重奏�
モーツァルト：ピアノ四重奏曲　第１番　KV478�
ピアノ　矢崎真理　ヴァイオリン　赤松由夏�
ヴィオラ　上野亮子　チェロ　後藤敏子�

第三部　歌とアンサンブル�
春の声／美しく青きドナウ／�
「メリーウィドウ」より　ほか�

ソプラノ　田邉織恵　ピアノ　矢崎真理�
幸楽会ニューイヤーアンサンブル�
（ヴァイオリン　赤松由夏　山根朋子　ヴィオ
ラ　上野亮子　チェロ　後藤敏子　コントラ
バス　土屋綾子　フルート　待永望　オーボ
エ　佛田明希子　クラリネット　玄宗哲　ファ
ゴット　首藤元　ホルン　西陽子）�

オペラ「清教徒」全３幕　原語上演　字幕付�
１月６日（水）１５時�
田村香絵子　中川正崇　島影聖人　關口康祐�
オペラ「愛の妙薬」全２幕　原語上演　字幕付�
１月６日（水）１８時３０分�
内藤里美　新屋良太　大西信太郎　山本企佐子�
入場料３０００円（両公演共通券）�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
1０９０-９０９８-１８９１　田村�

ＮＰＯ法人室内合奏団　ＴＨＥ ＳＴＲＩＮＧＳ�
震災遺児支援チャリティコンサート�
１月１７日（日）１４時３０分　灘区民ホールマリーホール�
前売一般２０００円 学生１５００円 小学生１０００円 当日５００円増�
佐藤俊太郎　農頭奈緒�
1０７８-２０３-８０３８　ＮＰＯ法人室内合奏団ＴＨＥ ＳＴ
ＲＩＮＧＳ事務局�

石井陽子 長谷川美聡ジョイントコンサート�
１月１７日（日）１６時　前売２０００円　当日２５００円�
ムラマツリサイタルホール新大阪�
プロコフィエフ：フルートソナタ　ニ長調　ほか�
1０６-６３９４-６０００　村松楽器�

プリンセスコンサート　vol.2�
１月２９日（金）１８時　入場無料�
神戸市立灘区民ホールマリーホール�
ショパン：バラード　第１番　第３番　ほか�
1０７０-５４３６-８１７９　上平田�

Bari-Tuba Ensemble　おとめ座 �
第１１回定期演奏会�
２月７日（日）１４時　５００円�
豊中市立アクア文化ホール�
1０９０-５２９９-８５９２　金�

久保美緒ピアノリサイタル　北欧とロシアより�
２月２８日（日）１４時３０分�
ルミエールホール　�
前売一般２５００円　学生１０００円（当日５００円増）�
久保美緒　谷口朋子　元井あづさ�
チャイコフスキー：ピアノ三重奏曲　イ短調�
＜偉大な芸術家の思い出のために＞　ほか�
1０６-６９０８-５３００　門真市文化会館�

《幸楽会》後援演奏会�

大阪音楽大学後援演奏会�
�

大竹道哉ピアノリサイタル�
１２月２６日（土）１３時３０分�
和泉市久保惣記念美術館�
入場無料　ただし美術館への入館料要�
ウェーベルン：変奏曲　作品２７　ほか�
1０７２５-５４-０００１　久保惣記念美術館�

宮下朋樹ピアノリサイタル�
ベートーヴェンピアノソナタ全曲演奏会vol.ＸI�
１月１６日（土）１４時　３５００円�
東京オペラシティリサイタルホール�
ベートーヴェン：ピアノソナタ　作品１０９ ほか�
1０３-３３２０-１６７１　カワイ音楽振興会�

バリアフリーコンサート�
～クラシックからジャズ・ポップスまで～�
１月２４日（日）１４時�
宝塚市立文化施設ベガ・ホール�
前売１５００円 前売ペア２５００円 当日各５００円増�
中谷龍也　小西潤子　木村孝夫　石原光世�
村崎愛　花山教子�
1０７２-６２２-９９２８　バリアフリーコンサート企画�

An Evening of Art Songs ～歌曲の夕べ�
１月２９日（金）１９時　２０００円�
兵庫県立芸術文化センター神戸女学院小ホール�
木下裕子　高津綾子　松本温子　井門亜美�
竹内直紀　中西金也　藤美千代　宮嶋聡子�
小上多衣子　青谷理子　市川麻里�
窪田恵美　満多野志野　村上衣絵�
1０７５-６０１-４９５５　藤�

歌曲の玉手箱～歌曲史を辿る～�
２月２７日（土）１８時３０分　２０００円�
ノア・アコルデ音楽アートサロン�
田中勉　小原道雄　原真奈美�
1０６-６１５１-４１３４　レクチャーコンサートを広める会�

～古典派からロマン派へピアノ協奏曲の軌跡
ｖｏｌ．１～出戸由記子プロデュース�
３月５日（金）１９時　いずみホール�
前売４０００円　当日４５００円�
宋容希　小笠原順子　松原賢司�
1０６-６３４５-１０４６　日本テレマン協会事務局�
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次
号
発
行
予
定
２
月
１５
日
�

　学生のつながりをメーンテーマ
にした「大学祭２００９～EPOCH～」
が学生サロンぱうぜと中庭を主会
場に10月30日から11月１日まで開
かれました。�
　今年は新しい大学祭を模索す
る中で、大規模な特設ステージや
お笑いタレントが姿を消すなど、手
作りのお祭りへ一気に様変わり。
　現役の神職や巫女を中心に結

成された「天地雅楽」をはじめ、オ
ペラ研究部員によるAutumn 
Concertや学生、卒業生によるダ
ンスやピアノ、招待バンドなどが祭
りを盛り上げました。�
　最終日は昼前からあいにくの雨。
盛り上がりに水をさす格好になり
ましたが、会場を訪れた地域の人
たちは「お笑いに頼らず、音大ら
しい学祭」となかなかの好感度。�

　今回は伴奏ピアノ・パートに焦点を当て、シュ
ーベルトの三大歌曲集に迫ります。演奏はピアノ・
岡原慎也教授、バリトン・藤村匡人さん。客席は
３００人を超す受講者で満席。�

　
今
回
は
「
華
麗
な
る
歌
曲
と
デ
ュ
オ
の
競
演
」

で
皆
さ
ん
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
横
断
の
旅
に
お
誘
い

し
ま
す
。�

　
旅
の
始
ま
り
は
イ
タ
リ
ア
。
土
肥
彩
香
さ
ん

は
旋
律
の
美
し
さ
に
重
き
を
お
い
た
Ｅ
・
ヴ
ォ

ル
フ
＝
フ
ェ
ラ
ー
リ
と
、
リ
リ
カ
（
叙
情
歌
）

と
い
う
独
自
の
イ
タ
リ
ア
歌
曲
を
作
り
上
げ
た

Ｏ
・
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
作
品
を
披
露
。�

　
倉
本
尚
子
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
。
叙
唱
風
な
旋

律
法
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
東
洋
の
世
界
を
表
現

し
た
Ｍ
・
ラ
ヴ
ェ
ル
の
３
つ
の
歌
曲
「
シ
ェ
ヘ

ラ
ザ
ー
ド
」
を
歌
い
ま
し
た
。�

　
松
野
友
美
さ
ん
と
小
寺
智
絵
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
・

デ
ュ
オ
。
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

音
楽
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
楽
曲
を
手

が
け
た
フ
ラ
ン
ス
の
Ｆ
・
プ
ー
ラ
ン
ク
の
「
シ

テ
ー
ル
島
へ
の
船
出
」
な
ど
を
演
奏
。�

　
旅
の
終
わ
り
は
ス
ペ
イ
ン
。
柳
川
真
理
子
さ

ん
と
南
亜
貴
子
さ
ん
が
２
台
の
ピ
ア
ノ
で
色
彩

感
豊
か
な
Ｍ
・
ｄ
・
フ
ァ
リ
ャ
や
Ｉ
・
ア
ル
ベ

ニ
ス
の
作
品
を
演
奏
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

第３７回レクチャー・コンサート�

「シューベルト、歌曲の世界」� 　
歌
曲
集
「
美
し
き
水
車
屋
の
娘
」
は
彼
が
２６

歳
の
と
き
の
作
品
で
全
２０
曲
。
恋
に
敗
れ
た
若

者
が
小
川
に
身
を
沈
め
て
死
ん
で
ゆ
く
悲
し
い

歌
で
す
。�

　「
冬
の
旅
」（
２４
曲
）

は
あ
て
の
な
い
絶
望

へ
の
旅
立
ち
。
病
気

が
進
行
し
、
亡
く
な

る
１
年
前
、
３０
歳
の

と
き
の
歌
曲
集
。
内

面
的
、
心
理
的
な
描

写
が
多
く
、
「
幻
の

太
陽
」
で
は
「
自
分

は
暗
闇
こ
そ
住
み
や
す
い
。
早
く
太
陽
が
沈
ん

で
ほ
し
い
」
と
歌
っ
て
い
ま
す
。�

　「
白
鳥
の
歌
」（
全
１４
曲
）
は
彼
の
死
後
、
出

版
社
が
作
品
を
集
め
て
世
に
出
し
ま
し
た
。
こ

の
中
の
「
鳩
の
便
り
」
は
死
の
１
カ
月
前
、
絶

筆
と
な
っ
た
作
品
。
暗
い
曲
が
ほ
と
ん
ど
の
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
で
す
が
、
最
後
に
書
い
た
曲
に
、

ほ
の
か
な
明
る
さ
の
あ
る
の
が
救
い
で
す
。�

講師 日下部 吉彦�若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
　ｖ
ｏ
ｌ
・
18
�

姿
消
し
た
タ
レ
ン
ト�

学
生
の
手
作
り
好
評�

大�学�祭�

１１月２１日　ミレニアムホール　ミレニアムホール�１１月２１日　ミレニアムホール�

１２月５日　ミレニアムホール�１２月５日　ミレニアムホール�

　
コ
ル
ヌ
を
吹
く
戦
士
。
こ
の

ラ
ッ
パ
は
権
威
の
象
徴
と
さ
れ
、

宗
教
行
事
や
軍
用
に
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
コ
ル
ヌ
は
現
代
の

ホ
ル
ン
と
同
様
に
角
笛
の
意
味
。

ス
ペ
イ
ン
製
。�

楽器を奏でる人形たち�

古
代
ロ
ー
マ
の
ラ
ッ
パ
�

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵）�

１２月５日　ミレニアムホール　ミレニアムホール�１２月５日　ミレニアムホール�
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